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令和元年第４回足寄町議会定例会議事録（第２号）
令和元年１２月１５日（日曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 多治見 亮 一 君 ２番 高 道 洋 子 君

３番 進 藤 晴 子 君 ４番 榊 原 深 雪 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 熊 澤 芳 潔 君

７番 髙 橋 健 一 君 ８番 川 上 修 一 君

９番 髙 橋 秀 樹 君 １０番 二 川 靖 君

１１番 木 村 明 雄 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

住 民 課 長 佐々木 雅 宏 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 横 田 晋 一 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君

総 務 担 当 主 査 西 岡 潤 君
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◎議事日程

日程第 １ 一 般 質 問 ＜Ｐ３～Ｐ５１＞
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午前１０時００分 開会

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはようご

ざいます。

全員の出席でございます。

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） １

２月６日に開催されました、議会運営委員会

の協議の結果を報告いたします。

本日、１２月１５日は一般質問を行いま

す。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

議事日程に入ります前に、一言申し上げま

す。

本日１２月１５日は日曜日でありますが、

町執行者の協力を得て、議会を開催すること

にいたしました。

足寄議会は、「町民に身近な意思決定機

関」、「議会及び議員活動の活性化と充実」

のために、平成２３年に議会総合条例を制定

をしたところであります。

その中で、本日の日曜議会では一般質問を

行い、多くの町民の皆様に議会に関心を持っ

ていただき、議会を傍聴していただくのが目

的であります。

どうか町民の皆様に、わかりやすい質問、

答弁となりますよう、よろしくお願いをいた

したいと思います。

◎ 一般質問

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 一般質問

を行います。

順番に発言を許します。

３番進藤晴子君。

（３番進藤晴子君 登壇）

○３番（進藤晴子君） 議長のお許しをいた

だきましたので、一般質問通告書に従い、質

問をさせていただきます。

質問事項。

安心して、適切な介護サービスを受けられ

るために。

ケアマネジャーに対する行政のかかわり方

について。

２０００年、介護保険制度創設に伴って誕

生した介護支援専門員（ケアマネジャー）

は、介護保険制度の中核となる保険者（市町

村）や事業者、主治医などとの連絡調整を行

い、利用者の生活の質（ＱＯＬ）を維持し支

えるためになくてはならない存在です。

公平、公正に適切な介護サービスを受ける

ためには、提供する側と受ける側の信頼関係

が不可欠と思われますが、地域住民の信頼を

失墜させるような問題が起こりました。名寄

市社会福祉協議会運営の居宅介護支援事業所

が介護報酬２,６００万円を不正受給してい

た問題です。行政がわかっていながら適切な

対応をとらなかったことはあり得ないことで

す。しかし、それ以上に市民にとって、その

期間に適切なサービスが受けられていなかっ

たことは重大な問題です。

我が足寄町は大丈夫だろうか。公平・公

正、適切な介護サービスを受けられるのだろ

うかと、町民は不安に思っています。

新聞によると、名寄市の年間４,０００万

円の補助金を出している市社会福祉協議会へ

の身内意識による対応の甘さも指摘されてい

ます。足寄町も年間５,０００万円を社会福

祉協議会に補助しています。

町民が不利益をこうむらないために、行政

（地域包括支援センター）はケアマネジャー

の仕事へどのようなかかわりをしているの

か。介護保険サービスを提供するに当たって

の足寄町の現状と課題も含めてお伺いいたし

ます。
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○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 進藤議員のケアマネ

ジャーに対する行政のかかわりについての一

般質問にお答えいたします。

介護保険サービスを提供するに当たっての

本町の現状と課題といたしましては、行政面

積が広大であることや全国的な介護人材不足

の深刻化により、希望されたサービスを満度

に提供することができない場合が生じてくる

と想定されます。

また、本町の高齢化率は平成２６年４月で

は３６％でしたが、令和元年１１月現在で３

９.４％と上昇しており、少子高齢化、核家

族化の進展に伴って、高齢者の生活を支える

ために介護保険サービスだけでは対応できな

い部分もふえてくると考えており、介護保険

制度によらない生活支援サービスや住民同士

の助け合いの体制づくりも必要となっており

ます。

このような中で、個々の高齢者の有する能

力に応じ自立した生活を営むことができるよ

う、介護保険制度に基づくサービスと介護保

険制度によらないサービスを組み合わせなが

ら支援計画を立てるケアマネジャーの業務は

非常に重要であると考えております。

また、ケアマネジャーに対する地域包括支

援センターのかかわりについてですが、地域

包括支援センターは介護保険法の規定により

設置しており、その業務の一つとして包括

的・継続的ケアマネジメント支援が位置づけ

られ、高齢者が住みなれた地域で暮らし続け

ることができるよう、個々の高齢者の状況や

変化に応じた包括的・継続的支援が図られる

ように地域の基盤を整えるとともに、個々の

ケアマネジャーのサポートを行うこととなっ

ております。

足寄町におきましては、ケアマネジャーか

ら相談のあったケースについて、必要時一緒

に対応を行ったり、ケアマネジメントの資質

向上等を目的に町内のケアマネジャーを対象

とした地域ケア会議ケア個別部会を開催し

て、個別ケースの検討や学習・情報交換を

行っているほか、ケアプラン研修会を開催す

るなど、ケアマネジャーへの支援を実施して

いるところであります。

また、介護・医療関係者による医療介護連

携研修会を開催し、町内事業所間の顔の見え

る関係づくりを行い、円滑な介護支援ができ

る環境整備にも取り組んでおります。

今後におきましても、高齢者の生活を支え

るために、ケアマネジャーに対する学習会の

開催等を通じ、適切なサービス提供に向けた

情報の提供や支援を行うとともに、必要な人

材の確保・育成を行ってまいりますので、御

理解を賜りますようお願いを申し上げ、進藤

議員の一般質問に対する答弁とさせていただ

きます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

３番。

○３番（進藤晴子君） 総論的なことは簡単

にわかりました。ありがとうございます。

今町長のおっしゃられたことは、足寄町の

高齢者のこの冊子に第７期の計画あります

が、これは前から読んでおりましたが、ここ

に書かれてあることがほとんどではなかった

かと私は思います。もう少し具体的なことを

お伺いしたいと思います。

まず１つ目、足寄町のケアマネジャーの現

状として、ケアマネジャーというと、私たち

医療従事者とか、あと自分の親が介護されて

いるとか、そういう方であれば、あっ、どう

いう仕事をしているのかなとか、どういう人

がやっているかなとわかるのですが、そうい

う方でないと余りよくわからない。介護福祉

士さんのことはわかってますが、ケアマネ

ジャー余り知られてないというところがある

のではないかと思います。

そこでお伺いします。ケアマネジャーの仕

事内容を具体的に、特別養護老人ホームなど

の施設と在宅に分けて説明をお願いします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

ただいまの進藤議員の質問にお答えいたしま

す。
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施設につきましては、施設に入所された方

の状況を確認して、その方に対するサービス

とか医療関係の、そういう日々の生活の支援

についての計画を立てて、それを家族様と確

認をして、どのようなサービスを提供するか

というようなことを決めております。施設の

職員の介護をする方とかについての中での、

何というのでしょうかね、サービスの提供方

法についても内部での会議等を行って、適切

な介護をするような仕事をされていると思い

ます。

次に在宅のケアマネさんにつきましては、

サービスが必要とされる方と契約を行いまし

て、その後その方に必要なサービス、また希

望されるサービスを確認をしまして、各事業

者とサービス提供についての調整を行うとい

う役割を持っております。

どちらも町民の方の自立支援を目的として

業務を行っていると思っております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 今の在宅と、あと施

設のケアマネの大体の仕事の内容の違いにつ

いてはわかりました。

ケアマネの今回の名寄の問題ですけれど

も、最終的にはケアマネさんが施設には１

人、本当は１００人施設のケアマネだと１０

０人に１人、在宅であると３５人が目いっぱ

い、マックス受け持てる利用者さんの数だと

いうふうに伺っています。そこの利用者さん

のこと、面接を行って、そういう情報を仕入

れてきて、ケアプランを作成すると。利用者

さんに個々のケアプランを作成する。そして

そのケアプランも月に１回は面接をしに伺っ

て、そしてまたプランを評価し、また必要で

あれば検討し直していく、ケアプランの変更

をしていくというのが大体のケアマネの規定

業務だと聞いてます。それがやっていなかっ

たというところがちょっと問題だというふう

に思っていますが、私たちが不思議に思うの

は、それを一人でやっているのかどうかとい

うところなのですね。施設はそういう情報と

りに行くのに外に出る必要はないので、それ

はわかりますが、在宅においてはどうでしょ

うか。一人でケアプランを作成されてます

か、足寄の場合は。お願いします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

在宅におけるケアマネさんの業務ですけれ

ども、各事業所において、複数人ケアマネさ

んを置いている居宅介護支援事業所もござい

ますけれども、利用者さんと契約をするのは

１人のケアマネさんと契約をするので、基本

その、何でしょうかね、その利用者さんに対

する支援というのは１対１というか、でやっ

ております。ただ、もし何かありましたら、

ほかのケアマネさんが後方支援をされるとい

うことはあると思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） ケアマネの後方支援

は、結局ケアマネが手を挙げないとできない

ということでしょうか。そこがちょっと問題

の一つかなと私は思っています。で、今の現

状はわかりました。

もう一つ、ちょっと問題に思っているの

は、足寄町で今現在就業されているケアマネ

さんは、多分ケアマネの免許を取るのに２０

１８年ぐらいから少し小さくなって、医療従

事者や福祉関係、そういうものを５年以上従

事した方でないとケアマネが取れないという

ふうに変わりまして、それでケアマネ自体も

少し受験者数がかなり減ったと、全国的に、

と聞いてます。

足寄町で働いている、今現在のケアマネの

もともとの職業の内訳はわかりますでしょう

か。お願いします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

ただいま、ちょっと人数のほうはわからな

いのですけれども、もともとのあれですね、

資格としては介護員の方と、それと栄養士、

それと看護師、社会福祉士、保健師、歯科衛

生士などと押さえております。
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○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） はい、わかりまし

た。

そういうさまざまな職種、介護、看護師、

保健師、社会福祉士さんは日ごろそういう方

たちと接しておりますのであれですが、栄養

士さん、あと歯科衛生士さんというのがもと

もとの御職業である場合の、ケアマネになっ

たときの仕事に及ぼす影響というのはあるで

しょうか。言いたいことは、能力の差ではな

くて、いろいろな職業があることについて、

やっぱり利用者さんも得る面もいっぱいある

でしょうが、そういう逆に悪い面で、能力の

そういう違いに対して、支援が十分に行き届

いてないというところはありますでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

もともとの職業、資格によって、持ってい

らっしゃる専門的な知識というのは、それぞ

れやっぱりさまざま違うと思いますが、介護

支援専門員を受験するに当たりまして、基礎

知識というのは勉強されて受験されて、資格

を得られていると思いますので、基本的なと

ころは皆様お持ちだと思っております。た

だ、そこから支援をするに当たって、もちろ

ん長所という部分は生かされてくるかと思い

ますが、足りない部分につきましては、それ

ぞれその後資格を得て支援をする中でも勉強

されていらっしゃると思っております。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） はい、わかりまし

た。

では、今の個々の能力の違いに関しては、

自分で勉強しながら、あとは周りのいろいろ

な勉強会に参加しながら得ていって、足して

いくということでよろしいですかね。

それでは、その能力の違いではなくて、ま

ずケアマネの最近の、最近ではないですね、

これからのことで国が国家資格でないことと

か、あとＡＩも導入してケアプランを作成し

ていこうとか、さまざまなことが情報として

流れてきているのですが、そういうことで、

苦労してせっかく取得したケアマネのこの資

格ですが、給与相場というのはどうでしょう

か。そういう介護職員と変わらず、新たにつ

くられた主任ケアマネジャーという上位資格

というのもあるらしいのですが、そういう人

たちでも待遇もほとんど保障されていないと

いうふうにも聞いています。足寄町では、足

寄町で働いているケアマネさんの待遇、給与

相場というのはどうでしょうか。その辺を

ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

各事業所で正職員として働いている方なの

ですけれども、そちらのほうの給料がどれぐ

らいかというのは、ちょっとこちらのほうで

は押さえておりませんけれども、そこの事業

所の適切な給料を設定されているというふう

に捉えております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 個々の事業所で決

まった待遇ということで、それぞれの不満と

か不平とか言っているという、そういうよう

なことは聞いてないということでよろしいで

しょうか。はい、わかりました。

そしてもう一つ、業務量としてはどうなの

だろうか。施設によっても受け持っている利

用者さんも違えば、個々の居宅のほうでやっ

ているケアマネさん自体もどのぐらいの量

を、量というか、利用者さんを持っているの

かというのも気になるところなので、そこも

ひとつお願いします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

各施設につきましては、各配置基準に基づ

いて配置しておりますので、そこの定員です

とか、何人に対して何人というようなこと

で、適切な法に定められた人数の対応をして

いると捉えております。また、居宅介護支援

の在宅の部分のケアマネさんにつきまして

は、１人につきまして大体２０数件から３０
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件台を１人で担当されているというふうに押

さえております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） はい、わかりまし

た。

ケアマネのモチベーションが保たれればい

いなと。たとえ給料がさほどよくなくても、

時間が長くかかっても、自分の時間が持てな

くても、やりがいのある仕事であれば、医療

従事者はやっぱりやっていけると私は思って

います。モチベーションが保たれるように、

やっぱり周りがフォローしていくべきかなと

いうふうには思います。

次の質問に入ります。

次はサービスの質の評価なのですが、先ほ

ど町長の答弁でもおっしゃってられました

が、違いますね、済みません。通常３年から

５年ごとに、このサービスの質の低下、質の

評価ということで検査、都道府県または市町

村に立ち入り検査が行われるということを聞

いています。足寄町も十勝総合振興局が３年

に１回回ってきていると、私は聞いておりま

すが、この十勝総合振興局の検査、実地指導

は一体どのような内容なのかを教えてくださ

い。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

北海道の十勝総合振興局から来る検査とい

うのは、各指定権者がその事業所を確認する

ことになっておりまして、北海道からは特別

養護老人ホームなどの指定しているところに

来て確認をしているのですけれども、まず人

員配置基準ですとか、施設基準、それとケア

プランの確認、それとそれに対してどのよう

な介護報酬をきちんと請求しているかという

ようなことの確認の文書調査というふうに捉

えております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） はい、わかりまし

た。

請求までちゃんときちんと請求されている

ところまでも、ケアプランも全て確認されて

いくということですね。わかりました。た

だ、それは特養、うちに限っては特養だけと

いうことですね。はい、ありがとうございま

す。

では、そのサービスの質の評価ということ

で、十勝総合振興局がやっていることと、あ

と足寄町としてそういう質の評価というの

は、調べたところでは地域包括支援センター

運営協議会というのを開かれているというふ

うに聞いておりますが、その中で評価という

のはしているのでしょうか。もししていれ

ば、集まる、運営協議会に集まる委員と、あ

とその協議する内容をちょっとお聞かせをお

願いします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

ただいまの御質問にお答えいたします。

まず足寄町におけるサービスの質の評価と

いう部分なのですけれども、足寄町では質の

評価という部分はしておりませんで、評価と

いう評価は、基準を決めての評価はしており

ません。ただ、何年かに１回、各事業所に実

地調査に行って、そこで内容を確認したり、

どのように利用者さんにサービスを提供して

いるかというような部分を、担当者が１日一

緒に過ごして、どのような状況になっている

か。例えば排泄などで利用者さんにきちんと

心遣いがされているかというような、そのよ

うなことの確認を、細かいことの確認をさせ

ていただいております。

次に、地域包括支援センターの運営協議会

についてですけれども、運営協議会につきま

しては、町内の医療、福祉等と、あと学識経

験者、あと町内からの公募の委員さんを募り

まして、その方に集まっていただきまして、

地域包括支援センターで行っている事業の報

告、それと今後の事業内容について報告をさ

せていただきながら、地域の抱えている課題

などについて報告をさせていただいたり、意

見をもらったりしている協議会の内容となっ
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ております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） では、ケアマネ

ジャーのケアプラン等の評価をする場所では

ないということでよろしいですね。はい、わ

かりました。

この第７期の計画の中に、今福祉課長が

おっしゃられた計画について、ケアプランの

点検、それは数年に一度やっているというふ

うに書いてありました。そして、それは課題

としては毎年やっていきたいというようなこ

とも書いておりました。今は数年に１回とい

うことでよろしいですね。はい。

３年ごとに法改正が、この介護に関しては

急ピッチで進んでいってます。どこかの本で

うまいことを言うなと思ったのは、ゴールを

それぞれ動かしていって、どこにあるかゴー

ルが、ゴールを動かしていっているところに

蹴ると、シュートをするというような介護と

いうことで、大変難しいというふうに、特に

地域で難しい中にあるというふうには聞いて

います。

そんな中で、行政のほうも３年に１回どん

どん変わっていく中で、それをまた変えなが

らやっていくというのは大変難しいとは思い

ますが、私たち町民もそんな中で介護保険の

動向には注視していく必要を感じています。

２０１８年の、先ほども言いましたが、ケ

アマネジャー受験者数も以前の半分になりま

して、ケアマネの、ケアマネジャーのケアマ

ネ離れは今後も進んでいくと思います。た

だ、現行制度ではＡＩを投入するとか、そう

いうような話もありますが、このケアマネ

ジャーなくしては運用できない仕組みになっ

ていますし、やはり人の手を介さないと難し

い個々の問題があると思います。

介護職やケアマネの現状の人材の不足によ

る制度破綻も危惧されます。ケアプランの点

検はケアマネジメントの適正化を図るととも

に、ケアマネのストレスも軽減することに

も、私はつながるのではないかと思います。

私、自分がもしケアマネジャーであったら、

一人で見て一人でプランを立て一人で評価し

て、そして介護報酬のほうにお金のほうを申

請していくというのは、かなりつらい仕事で

はないかというふうに思っています。

今回の名寄市のような問題が起きないよう

に、もう少し行政がケアマネジャーのサポー

ト、そしてぜひ数年に１回点検するいったと

ころを、半年もしくは１年にチェックをして

いただいて、もう少しケアマネのストレスを

軽減していっていただけたらなと思います。

ぜひ検討してください。

そして、利用者を援助する全ての家庭にお

きまして、サービスを提供する側が利用者本

位の姿勢を徹底し、町民が安心して介護サー

ビスが受けられる、そういう足寄町になるこ

とを要望します。

そして、ここにもありましたが、「幾つに

なっても一人になっても、安心して暮らせる

愛のまち」を目指していただきたいと思いま

す。

以上で、私の一般質問を終わらせていただ

きます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

これにて、３番進藤晴子君の一般質問を終

えます。

次に、７番髙橋健一君。

（７番髙橋健一君 登壇）

○７番（髙橋健一君） 議長のお許しをいた

だきましたので、一般質問通告書に従いまし

て、一般質問を行います。

質問事項。

人生１００年時代を見据えた足寄町の高齢

者施策について。

厚生労働省の発表によると、平成３０年の

日本人の平均寿命は男性８１.２５歳、女性

８７.３２歳となっています。一方、健康上

の問題に制限されることなく日常生活を送れ

る期間を示す健康寿命は男性７２.１４歳、

女性で７４.７９歳です。また、１９８０年

代の平均寿命は男性は７３歳、女性は７９歳

ですので、この３０年間で平均寿命は７から
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８歳延びたことになります。このまま行く

と、３０年、４０年後には人生１００年時代

が当たり前になると考えられます。しかし、

充実した人生１００年を過ごすためには、大

きな課題があると思われます。それは健康と

お金の問題です。そこで質問です。

一つ、高齢者の敵は孤独です。この孤独を

排し、高齢者が生きがいを持って、この町で

暮らせる環境をどのようにつくっていくの

か。町長の、暮らしを支えるのが行政の仕事

だと思いますが、町長の考えをお伺いいたし

ます。

２番目、長生きするということは、お金が

かかるということです。年金だけでは生活を

支えることは困難です。一昔前と比較して、

今の高齢者は体力、気力ともはるかに充実し

ていると思われます。高齢者の働く場所が必

要です。行政はどのように就労支援をしてい

くかをお伺いしたい。

３、もう一つは、医療、介護の問題です。

認知症を含めて、足寄町は高齢者がこの町で

安心・安全に暮らすために、どのような対策

を講じていくかをお伺いしたい。

町長、よろしくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 髙橋健一議員の人生

１００年時代を見据えた足寄町の高齢者施策

についての一般質問にお答えいたします。

１点目の孤独を排し、高齢者が生きがいを

持って暮らせる環境をどのようにつくってい

くのかについてですが、現在、全国の自治体

において、団塊の世代が７５歳以上となる２

０２５年及び団塊ジュニア世代が６５歳以上

となる２０４０年に向け、高齢者本人の自発

的な参加意欲に基づく、継続性のある介護予

防が行われる体制づくりを目指しておりま

す。

介護予防のためには、高齢者が自宅に閉じ

こもらずに地域とつながることが重要とされ

ており、本町におきましても、高齢者の身近

な場所に自発的に集える場を設ける取り組み

を進めているところであります。

現在、地域包括支援センターが実施してい

る「あたまとからだの健康教室」終了後の自

主グループ立ち上げや、老人クラブ等におけ

る週１回以上の「いきいき百歳体操」実施の

推進、むすびれっじ地域交流施設での介護予

防の取り組み、各寿の家における生きがいデ

イサービスの実施等、高齢者が集える場づく

りを進めているほか、足寄町社会福祉協議会

とも連携し、サロン活動の立ち上げ支援や独

居高齢者を対象とした週１回の給食サービス

にも取り組んでおります。今後におきまして

も、介護予防の重要性についての啓発に努

め、高齢者が孤独を感じずに生きがいを持っ

て暮らせる体制づくりを進めてまいりたいと

考えております。

２点目の高齢者に対する就労支援について

ですが、本町では高齢者就労センターにおい

て、高齢者の方がお持ちの経験と技術を生か

した就労ができる環境がありますが、残念な

がら登録者数は横ばいと聞いております。ま

た、足寄町内の求人情報の提供といたしまし

て、町のホームページの移住生活の欄にハ

ローワークの情報が掲載されているほか、役

場入り口に同様の情報紙を配置しておりま

す。昨今の人材不足の中、健康な高齢者は地

域において貴重な戦力であると考えておりま

すことから、意欲のある高齢者が就労できる

よう、今後も有益な情報の提供に努めてまい

りたいと考えております。

３点目の高齢者がこの町で安心・安全に暮

らすための対策についてですが、本町では平

成２４年度より足寄町における地域包括ケア

システムとして、医療と介護・保健・福祉の

連携システムを推進しており、必要な医療・

介護が受けられる体制づくりの一環として、

認知症の高齢者を地域で支える小規模多機能

型居宅介護施設や認知症高齢者グループホー

ム等を整備したほか、医療ケアを必要とする

高齢者の受け皿として医療法人社団三意会に

介護療養型老人保健施設あづまの里を立ち上

げていただきました。また、地域包括支援セ

ンターでは、国保病院と情報共有を図り、必



― 10 ―

要な医療・介護サービスの提供につなげると

ともに、在宅及び施設のケアマネジャーとも

必要な情報の交換等を行っているほか、介護

をされている方からの御相談にも対応し、介

護に対する心配事に対して助言を行い、介護

者に対するケアも適宜行っております。

今後も医療と介護の連携システムを推進

し、高齢者の方が住みなれた町で安心して暮

らせるように努めてまいりたいと考えており

ますので、御理解を賜りますようお願いを申

し上げ、髙橋健一議員の一般質問に対する答

弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

７番。

○７番（髙橋健一君） 本当に人生１００年

時代が到来するのだなということが実感でき

るのはですね、ある海外の研究で、２００７

年に日本で生まれた子供の半数が１０７歳よ

り長く生きると推定されております。ですか

ら、２００７年生まれということは今の小学

６年生ぐらいでしょうか。小学６年生の半数

以上は１０７歳を超えて生きられるのだそう

です。実は私ごとなのですけれども、私の祖

母は１０７歳まで生きました。そのときの長

寿北海道２番、北海道ナンバーワンになった

のですけれども、２番手が野中正造さんだっ

たのです、そのときに１０６歳。しかし、正

造さんはその後１１３歳まで生きて世界一、

男性世界一の寿命、長寿を全うされましたか

ら、まあ、こんなことはまれだなと、こんな

ことはほとんど起こらないのだろうなと思っ

てましたけれども、この統計で驚いたのは、

このまま今の小学６年生が足寄町に残ってく

れればという条件つきですけれども、野中正

造さんがたくさん足寄であふれるということ

になります。そうすると、今までの人生設計

というのは、まあ２０年学んで４０年働いて

２０年休もうかという人生設計が大きく変

わってしまう。また４０代もう一回人生をや

り直す計画、プランを立てなければいけない

ということなのですよね。そうすると、これ

はどうしてもお金の問題が絡んでくると、ど

うやって生きていくのかなということですよ

ね。やはり働かなければいけない。たしか就

労のデータもあったのですけれども、どこ

行っちゃったかな。日本人の６０から７０歳

までの男性というのは半分ぐらいが働いてい

るのですよね。やっぱりまだまだ体力に自信

があるから働かなければいけないということ

と、もう一つはやっぱり経済的に働いていか

なければならないという、そういうせっぱ詰

まったそういう考えもあるのではないかと思

うのですよね。

私もいろいろあちこち、日本中１,７００

市町村あるのですか。皆さんそれぞれ自治体

で頑張ってらっしゃって、何とか高齢者に仕

事を与えようではないかという努力をされて

います。一番有名なのはこれ、ここにあるの

は四国ですよね。徳島県ですね。上勝町。こ

れは日本料理に添えるつま物と呼ばれる葉っ

ぱの売り上げが年間２億６,０００万円、全

国シェアの７割を占めると。この町も高齢化

で活気を失ってどうしようもないところを、

これ農協さん頑張られたのですよね。農協さ

んの彩部会です。１５８世帯で平均年齢７０

歳。主力は女性なのです。その方がいわゆる

日本料理に添えるつま物をつくって、ある例

では田村さん夫妻、奥さん８１歳でちょっと

脳梗塞で倒れて麻痺も残るのですけれども元

気に、旦那さんと８８歳、二人で年間４２０

万円以上稼ぐというのです。家で。こういう

取り組みもすごいなと、私思ってますよね。

またほかには、仕事つき老人ホームというの

がありましてね。これはかなり年齢高いので

すけれども、仕事をして、老人ホームで暮ら

しながら仕事をしてお金を稼ぐということで

すよね。アクセサリー、これ大したお金にな

らないと思いますけれども、大体１回５００

円ぐらい。希望者のみが参加するということ

ですよね。それでも何かいわゆる何というの

かな、健康に対する効果が生まれてね。目見

えなくてしょぼしょぼやっていても、何か人

の役に立っているのだと、そういうことやる

ことによって気持ちが上がっていくというこ
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とです。もう一つは、神奈川県内、介護事業

ですね、これ。これは伸こう福祉会、これ農

業をする。藤沢市ですけれども、野菜づくり

に参加するのだと。そして自分たちで野菜を

栽培して、つくって売ると。８２歳の女性で

すね。こんなに大きくなるなんてうれしいで

すねと、すごく意欲が湧いて生きる自信にも

なる。ルッコラ、小松菜、こういう葉物を中

心にして育て、収穫、地元のレストランへの

納品までを全部担うのです。最高齢９９歳。

９９歳まで働いています。こういうふうにし

て、いろいろ各市町村が自分の地域の特性を

生かした努力をされている。町長、何かひと

つアイデアないですかね。足寄町の特性を生

かして、何とか高齢者を働かせる、そういう

アイデアがあったら一つ、二つお願いしたい

のですけれども、よろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

ことし、白寿ですとか９９歳のお祝いを、

私もそれぞれ家庭に、それぞれ足を運んでお

祝いの品、それからお祝いをしてきたところ

でありますけれども、ことしでもたしか８人

くらいでしたか。９９歳、そして１００歳に

なる方ですね、いらっしゃいました。それか

ら既にもう１００歳を超えている方、これも

たしか１０月の広報だったかと思いますけれ

ども、そこにも載っておりましたけれども、

１００人、１００人じゃない、８人ぐらいい

らっしゃって、１０人以上の方がもう既に１

００歳なり、１００歳以上の方がいらっしゃ

るというようなことでございまして、まさに

人生１００年というのも、以前はそんなに生

きられないだろうというように思ってました

けれども、本当に現実的に１００歳を超えて

もまだまだ元気で、家庭で暮らしていらっ

しゃる方たちがいっぱいいらっしゃるという

ことを見ていきますと、本当に人生１００年

時代というのは本当にすぐそこまで来ている

のかなという実感をしているところでありま

す。

そういった意味で、今お話ありましたけれ

ども、確かに年齢はとっても、年をとっても

やっぱり生きがいを持って暮らしていく、そ

ういったことがやっぱりこれから必要になっ

てきますし、その中に当然生きがいも必要で

すし、それから生活していく上ではやっぱり

お金も必要だというようなことになってくる

のかなというようにも思っています。

今いろいろとお話いただきましたけれど

も、それぞれ日本の中では、高齢者の方たち

が活躍をされて成功されているという事例も

たくさんございます。そういった意味で、足

寄町にとってもそういうものができれば、ま

さに生きがいと、それから収入も得られると

いった部分では、一石二鳥という言い方がい

いのかどうかわかりませんけれども、そう

いった形になっていくのかなというように

思っているところであります。

ただ、なかなかいいアイデアというのはな

かなかやっぱりありませんで、そういう今成

功された地域の方のお話なんかも聞かせてい

ただきましたけれども、なかなか、では足寄

町で、ではこれをやったら年齢が高くなって

もできますよというところが、なかなか思い

浮かばないところなのですけれども、ただや

はりやっぱり地元での産業ですとか、そう

いったものがやっぱり基盤にありますし、そ

ういった意味で高齢者の方たちが今まで経験

してきたこと、やはり新しいものをといって

も、なかなかこれまた急になかなか難しいの

かなというように思っています。そういった

意味で、やっぱり今まで経験してきたこと、

いろいろな知識、経験してきた知識、そう

いったものを生かせるような、そういったも

のがやはり一番町内で、例えば定着する、そ

ういうものになる働き場所といいますかね、

そういったものでいけば、やっぱりそういっ

たものを中心にしながらやはり何か考えてい

かなければならないのかなというように思っ

ています。

就労センターの話も先ほど答弁の中でさせ

ていただきましたけれども、就労センターも
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一定の人数、横ばいということでお話しさせ

ていただきましたけれども、やはり年齢一定

程度、やっぱり健康に残念ながらちょっと心

配のあるだとかというような人たちが、少し

抜けていく人たちがいて、だけれどもまた新

しい人たちも入ってきてというようなことで

の横ばいというように考えておりますので、

そういった意味で、一定の人たちがやっぱり

働く場所というのを得ているのかなというよ

うに考えているところであります。

今後やはり人手不足だとかという部分も

あったり、それからきっとこの後、定年の延

長だとか、それから年をとってもまだまだ元

気で働ける人たちは働いていくよというな時

代になっていくのかなというように思ってい

ます。

そういった意味で、なかなかいいアイデア

はありませんけれども、今後の部分でいけ

ば、そういう自分たちが今まで経験してきた

ことを中心としながら仕事ができる、そうい

う場をつくっていかなければならないと考え

ているところでありますので、御理解いただ

ければというように思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（髙橋健一君） ありがとうございま

した。

本当に就労センターで仕事なさっている

方々見たら、本当に頭下がります。炎天下で

皆さん、草むしりなどして、私なら３時間も

たないなという感じをするのですけれども、

本当に頭、もう何というか、団塊の世代の気

合いというものを感じます。

やはり今後の仕事には、いわゆる就労の問

題でもやはりまだお年寄り、これだけ頑張れ

るんだという、そういう高齢者の意見も聞き

ながら、こういうのやらしてくれという、そ

ういう意見を聞きながら何か足寄独自のもの

ができればいいなと。それにはやっぱり若い

人たちとか、もう若者もばか者もみんな必要

になってくると思うのですよね。そういう形

で連携して何か足寄独特の、ほかの市町村に

負けないようなものをできればいいなと、そ

ういう思いでおります。

次ですけれども、半年ぐらい前ですかね。

老後２,０００万円問題というのがありまし

た。今後老後を生きるために金融庁が老後

２,０００万円必要であると。ぼーっとしな

いできちんとお金残しておきなさいというこ

とだと思うのですけれども。ちょっと政府が

焦っちゃって、それを押さえるのに大変だっ

たみたいですけれども。

２,０００万円というのはどういう額なの

か知らないのですけれども、私の友達、都会

に住んでる私の友達は、２,０００万円足り

ないんじゃないのと。それぐらいではとても

じゃないけれどもやっていけないわというの

が実感でしたけれどもね。私もよくその辺が

よくわからないのですが、ざっくりした計算

では金融庁、頭いい人たちがそろばんはじい

て計算しているのでしょうけれども。大体毎

月５.５万円、５万５,０００円ぐらい、年金

だけだと足りなくなるだろうと。それにざっ

くり掛けて５.５万円掛ける１２、これ１年

ですね、それを３０年、老後３０年計算しま

すと、５.５掛ける１２掛ける３０ですか

ら、１９８０、１,９８０万円足りなくなる

というざっくりした計算です。こう言われる

と、どうしようかなと思いますよね。これか

らどうやって対応していいのかと、困ってし

まう。だから金持っている人は、お金持って

いる人はもう老後に備えて出さなくなる。ど

んどん懐にしまうようになるし、お金ない人

はただ不安におののくだけだと。これは今後

生活保護でも受けなければいけないのかなと

いうふうな気持ちになりますよね。生活保護

という言葉があんまりしっくりいかないです

よね。皆さん、一生懸命今まで働いてきて、

たまたま長生きしてしまったと。ずっとこの

日本のために働いてきて、生活保護。生活保

護かって、そういう心の響きが何か悲しくな

りますよね。何で生きてきたんだと。何で私

たちみんなのためにこれだけ頑張ってきたん

だという、そんな気持ちになってしまうので
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すよね。そういうところが改善できないかな

と思うのですよね。これもうちょっと大きな

話になるかもしれませんけれども、生活保護

とう意味では、足寄町も絡んでくるので、私

の提案というか。

大前研一さん、経営コンサルタントの方

が、日本人は老後が不安で金を使わないから

死ぬときが一番金持ち、３,０００万円抱え

たままで死ぬという、こんなことおっしゃっ

てたのですけれどもね。ちょっと言い方乱暴

ですけれどもね。やはり生活不安ですよね。

ほかの国だと、社会保障などがしっかり整っ

た国はお金など残さなくていいわけですよ。

きちんと老後不安は解消してくれるわけだか

ら、お金なくなってきちんと医療費だとか生

活費まできちんと出してくれるわけですから

ね。そういうシステムが日本でも、足寄町で

もできないかなと思いますよね。だから例え

ば７５歳とか８５歳とか基準を決めて、それ

以上の年齢の国民は年金だけでも、年金だけ

でも生活できるようにすると。年金の上乗

せ、それは今でいうところの生活保護なので

しょうけれども、そういう名前を変えて、例

えば俺が勝手に決めたのですけれども、私が

ね。シニア応援資金とか、御苦労さん資金と

か、そういうような形で支えていくような方

法を、今から決めていけないかと。足寄町と

してもそういう覚悟がないかと。その点につ

いて、ちょっと町長にお伺いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

２,０００万円問題というのは非常に大き

く取り上げられて、きっと皆さん方、多くの

皆さん方の記憶にも新しいところなのかなと

いうように思っているところであります。

やはり年金だけでは老後生活していけませ

んよと。先ほどお話ございました、５万５,

０００円ぐらいが毎月足りなくなるというよ

うな形、計算すればなってくるというような

計算で２,０００万円というようになったの

かなというように思いますけれども。やは

り、基本的にはやはり年金で老後の蓄えとい

う部分も、当然それぞれの方たちが現役時代

にしているのかなというようにも思いますけ

れども、その中でもやはり一番主になってい

く、老後の生活の糧になっていくというのは

やはり年金なんだろうというように思ってい

ます。ただやはり今の年金の制度自体がやは

りなかなか脆弱といいますか、なかなか生活

していけるだけの金額となっていないといっ

たところに大きな問題がやっぱりあるのかな

というように思っているところであります。

そのあたり、年金の話やっぱり国の問題で

ありますので、足寄町でどうのこうのという

ことにはなりませんけれども、髙橋議員から

のお話の上でいけば、その年金に上乗せをす

ることができないのかというようなお話なの

かなというように思っております。そこは年

金の話も国の話でありますけれども、町とい

たしましてもなかなか年金に上乗せをする

と、そして生活をしていけるだけの生活費分

を確保できないのかというようなお話の部分

でありますけれども、なかなかそこの部分に

ついては、町としてそのことができるかとい

うとなかなか難しい話なのだろうなと、とい

うよりはできないお話なのかなというように

思っています。それよりはやはり国が年金の

支給額をもっともっと多くして、年金で、あ

る程度年金できちんと生活できるよというよ

うな、そういう社会保障の充実というのがよ

り求められる問題なのかなというように思っ

ているところであります。

余りよいお話にはなりませんけれども、町

としてはなかなかそこは難しい話だなという

ように思っています。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（髙橋健一君） ありがとうございま

した。そのとおりだと思っています。

それでもやっぱりどんどん今後厳しくなり

ますよね。介護保険料も上がるでしょう、

きっと。医療費も上がって負担も大きくなり
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ますよね。その中でどうやって生きていけば

いいのかなという不安がどんどんどんどん大

きくなっていきますよね。最終的に何が言え

るかということなのですけれども、私など酒

も好きですしね、不摂生ですから長生きしな

い。長生きしても人に迷惑はかけるのではな

いかと。こういうのはわかってはいるけどや

められない世界なのです。それでも一つのお

もしろい例がありまして、これ、夕張の病院

の院長をされてた森田洋之さんという方が

おっしゃっているのですけれども。ちょっと

うれしくなったのですけれどもね。「公衆衛

生の世界でよく言われるのは、人間の健康を

最も害していくものは、たばこやお酒や肥満

以上に孤独だということです。」こうおっ

しゃってます。やはり孤独が一番よくないの

だと。やはり一人になることがだめだよと。

だから本当にそれぞれの一人一人の町民がお

互い助け合って、きずなを深めて生きていか

なければいけないのだと。そういう社会をつ

くっていかなければいけない。もちろん自助

努力も大事ですけれども、まず共助ですね、

ともに助け合う。そういうものを推進してい

くのがこの公助ではないかと、そういうふう

に考えております。

もう時間もありませんけれども、ぜひ町長

には足寄町、笑顔の絶えない、そういうまち

づくりをお願いいたしまして、私の一般質問

にかえたいと思います。

どうもありがとうございました。

○議長（吉田敏男君） これにて、７番髙橋

健一君の一般質問を終わります。

次に、１１番木村明雄君。

（１１番木村明雄君 登壇）

○１１番（木村明雄君） 議席番号１１番。

議長のお許しをいただきましたので、マイナ

ンバー制度について質問をいたします。

マイナンバー制度とは、公平・公正な社会

の実現、国民の利便性の向上、行政の効率化

を旗印に平成２８年１月から本格運用スター

トし、社会保障や税金の申請手続管理ナン

バーが用いられるようになりました。現在、

国内でのマイナンバーカードの普及率は１

４.４％と言われております。私たちもこれ

から将来生活する上で、必要ならマイナン

バーカードをつくらなければならないわけで

すが、今のところはそれほど必要がないよう

な気がいたします。

政府はことし１０月中小小売店に対し、

キャッシュレス決済普及を打ち出しました。

スマートフォン決済すると５％還元になりま

す。消費税率１０％への対策、キャッシュレ

ス決済は世界で使えるとのことで、東京オリ

ンピックの外国人向け対策、政府の現金維持

費１兆５,０００億円の節約、景気の落ち込

みを避ける対策に位置づけるとあります。こ

れについて、将来に向けてはカードで買い物

もできる、診察もできると。それから税金の

申告、私たちにはわかりそうでわからない難

しい、納得のしがたい課題が数多く山積して

おります。そこでお伺いをいたします。

１つ、我が町の現在のマイナンバーカード

の普及率はどうなっているのか。

２つ目、マイナンバー導入のメリット、ま

たはデメリットについて、どう考えているの

か。

それから３つ目、政府が推奨、施行すると

いうことは、我が町にとっても、近い将来に

向け町民の大多数の方々がマイナンバー制度

で進んでいかなければならないと考えます。

そこで対応と今後の動向について。

以上の所見を伺いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 木村議員のマイナン

バー制度についての一般質問にお答えいたし

ます。

１点目の本町のマイナンバーカードの普及

率についてですが、本年１１月３０日現在、

町民の約１０.１％の方に交付しておりま

す。

２点目のマイナンバー導入のメリット、ま

たはデメリットについてですが、マイナン

バーカード取得のメリットといたしまして

は、確定申告など各種行政手続のオンライン
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申請時に利用できること、金融機関における

口座開設やパスポートの新規発給など、本人

確認の際の身分証明書として利用できるこ

と、オンラインバンキングを初め各種民間の

オンライン取引等に利用できるようになる見

込みであるほか、今後はキャッシュレス決済

の際、マイナポイントと呼ばれるポイントを

国費で付与する消費活性化策が導入されるこ

と、さらに令和３年３月から健康保険証とし

て利用する運用が開始される予定であること

など、今後も国はマイナンバーカードの普及

に向けた取り組みを行い、メリットがふえて

いくのではないかと予想されます。

デメリットといたしましては、有効期限が

あるため更新手続が必要であること、カード

を紛失した際、マイナンバー等の個人情報が

漏れるおそれがあることなどが考えられま

す。

３点目のマイナンバー制度への対応と今後

の動向についてですが、国は本年９月に開か

れたデジタル・ガバメント閣僚会議におい

て、令和５年３月末までにほとんどの国民が

カードを保有するスケジュールを組み、マイ

ナンバーカードの取得促進策を掲げました。

これにより、各市町村に対し、国はマイナ

ンバーカードの交付円滑化計画を策定するよ

う通知を発出し、本町においても今後想定さ

れる交付枚数の増加に対応可能な体制づくり

を整備する予定であります。

また、公報あしょろ１月号から、円滑なマ

イナンバーカード取得に向けた本町の取り組

みについて、町民の皆様へ周知広報する予定

としておりますので、御理解を賜りますよう

お願いを申し上げ、木村議員の一般質問に対

する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

１１番。

○１１番（木村明雄君） このマイナンバー

カードについて、再質問をいたします。

消費税増税に伴い、キャッシュレス決済ポ

イント還元事業というのがあるそうです。こ

のたび新たなポイント制度を創設し、マイナ

ンバーカードを持っている人に対し、最大１

人５,０００円分のポイントを支給する方針

を固めたそうです。しかし、この制度はマイ

ナンバーカード所有者のみポイント支給で、

来年６月で終了すると聞いております。こ

れ、私にしてみれば、これは一体何なんだと

いう気がするわけですよね。どうせするので

あれば、やはり３年とか５年とかあってはど

うなのだと。私の、はっきり言って私の心づ

もりもあると、そんなような気がするわけで

すよね。そんなので、これ決まったのが６月

だということですから、これはまあ仕方ない

として、日本はそして現金を持っていても狙

われないと。しかしながら、海外では現金を

持たなくても狙われるというようなことがあ

るそうですよね。

そんなところで、近年海外では韓国で８１

％、それからこれキャッシュレス決済、カー

ドですよね。これを持っている人たちが韓国

では８１％、中国では６９.１、それからカ

ナダでは５５.４、それからイギリスでは５

４.９、オーストラリアでは５１.０、ス

ウェーデンでは４８.６、アメリカでは４５.

０、フランスでは３９.１、インドでは３８.

４、日本では１８.４と。そんなようなこと

で、キャッシュレス、スマホ決済、自動

チャージ機能では現在日本では、自動チャー

ジ機能というのは銀行とつながっているのか

どうか、私はちょっとわからないわけなのだ

けれども。ＰａｙＰａｙ、それから楽天ペ

イ、それからＬＩＮＥ Ｐａｙ、そしてまた

非接続決済というのがあるわけなのですけれ

ども、これは特定随時チャージ機能、これに

ついては私も持っているわけなのですけれど

も、クレジットカードではｎｉｍｏｃａ、Ｓ

ｕｉｃａ、楽天ｉＤカードというものがある

そうです。まずはマイナンバーカードをつく

り、キャッシュレス決済カードをつくり、ス

マートフォン決済に連動すれば政府の還元が

受けられるのかどうなのか、その辺ちょっと

お伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。
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○総務課長（松野 孝君） 総務課長でござ

います。お答えいたします。

今木村議員がおっしゃったのはもまず今現

在国の政策といたして、キャッシュレス決

済、○○ペイだとか、あるいはキャッシュ

カードを用いた還元策につきましては、今現

在国がやっている政策でございまして、来年

の６月末で終了いたす制度でございまして、

使用した額の２％、あるいは５％の還元があ

る政策でございます。その後に、マイナン

バーカードを取得した者、さらにマイナポイ

ントＩＤを設定した者に限り、国は来年の９

月からキャッシュレス決済に伴いますポイン

ト、マイナポイントというポイントを国民に

付与するという政策が、来年の９月から翌年

の３月末までの９カ月間実施するということ

になっていることでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（木村明雄君） 私には余りようわ

からんわけなのですけれども、わからんから

聞いているわけなのだけれどもね。

それでは２つ目の質問をいたします。

我が国のこの制度は消費税増税とマイナン

バーカードの普及を狙ったものと考えます。

そこで、この制度は国民に対し平等ではない

ような、そんな気もいたします。高齢者に

とってはマイナンバーカードを作成するにも

写真が必要であります。まあちょっと面倒く

さいなというような気もいたします。キャッ

シュレス決済カードをつくるについては、電

話番号、銀行口座が必要であります。パス

ワードまたはＩＤ番号、それらの管理をする

にしても難しい面があろうかと思います。

国内自治体の中には本人の写真を撮り、申

請の手伝いをしているところもあると聞いて

おりますが、足寄町の考えはどうなのか。ま

た、国で推奨している事業であるなら、事業

費の負担は国に要望する必要があると考える

が、これについてもお伺いをしたいと思いま

す。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） 総務課長です。

お答えいたします。

確かに我々若い者より高齢者の方につきま

しては、申請手続について大変難しいという

ことも確かにございます。申請する面倒もあ

りますけれども、あと先ほど言ったように、

取得の、マイナンバーカードを交付する際に

署名用の電子証明書というものと、利用者証

明用の電子署名という機能があるものですか

ら、その辺の暗証番号の設定、あるいは先ほ

ど言った、申しましたマイナポイントを取得

する際にもマイキーＩＤというコードの設定

が必要になりまして、その際にも暗証番号が

必要になってきます。そしてその辺も、その

マイナポイントの取得の際の設定につきまし

ても、御自宅でパソコンあるいはスマート

フォン等でもできるのですが、その辺高齢者

の方もお持ちでないと思いますし、そういう

ＩＣＴの知識もないと思いますので、国とい

たしましては、そういう高齢者対策も含め

て、それぞれの自治体で申請から、そういう

マイナポイント取得の際のポイントのマイ

キーＩＤの設定についても、それぞれの自治

体でうまく高齢者の方も申請ができるような

手伝いをしなさいということで、先ほど町長

もお答えいたしましたように、国は各自治体

にマイナンバーカードの交付が円滑に進みま

すよう、交付円滑化計画というものを作成し

なさいということで、私どものほうでも作成

しているところであります。その中で今後、

まだ詳細な協議は住民課としておりません

が、今後人員の配置ですとかについて詳細に

人員体制の整備を進めまして、足寄町民の方

にマイナンバーカードを取得いただくよう

に、今後準備を進めてまいりたいと考えてお

ります。

あと、それに伴います経費につきまして

は、国のほうで補助金等の制度を設けており

まして、万が一例えば人員が足りなくて来年

から会計年度任用職員という制度になります

けれども、臨時職員を確保したり、そういう

経費、あるいは写真の取得できるマイナポー
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タルという機器の購入費用等につきましても

補助がございまして、そういうものを活用し

て足寄町民に対しまして、積極的にマイナン

バーカード取得ができますよう整備してまい

りたいと考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（木村明雄君） それでは、３つ目

の質問をいたします。

近年、海外、中国または韓国では現金は持

ち歩かないとも聞いております。我が国日本

は治安がよいとのことで、現在余りカードは

今のところ普及してないのが現状だそうで

す。我が国は以前にも国民識別番号、納税者

番号制度がありました。当時１９７１年、昭

和４６年に個人番号の用語が使用されたた

め、大多数の国民の反発に遭い立ち消えにな

り、このたび平成２８年１月から再びマイナ

ンバー制度として施行されたわけでありま

す。この制度は国として大変重要な制度なの

かもしれませんが、私たち国民または地域住

民にとっては今のところ何の不自由もない

と、そんなふうに考えているわけですが、こ

こでお尋ねをいたします。

この制度は一度個人番号という名称で立ち

消えし、再びマイナンバー制度として同じよ

うな名称で、内容もまた同じようで施行され

たわけであります。これは麻生総務相は「わ

しはマイナンバーカードは使ったことがな

い」と公言をしたそうですが、国としてこれ

から４０年近くも前から進めてきた事業でも

あります。現在、時代も移り変わっておりま

す。この事業のこれからの見通しについてお

伺いをしたいと思います。もし差し支えがあ

れば、これは町長にもお聞きをしたいわけな

のですけれども、個人的な意見でも構いませ

んので、お願いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

もともと国民総背番号制だとかというよう

なことで、ずっとかなり古い話でありますけ

れども、そんなことが言われていて、それぞ

れ個人を識別するのにその番号でというよう

なことが、やはりその当時やっぱり国民世論

も含めてなかなかそういうことにはならない

ということで、今までも何度もそういう同じ

ような制度ができかけたりとか、できたりと

かしながら、なかなかうまくいっていなかっ

たというようなことで、今まで来ているとこ

ろなのかなというように思っております。そ

して今回マイナンバー制度という形になっ

て、国としては非常に強力に推し進めようと

いうことで、今進められてきているところで

あります。

そういった意味では、これまではなかなか

普及してくるのがなかなか大変だったいう部

分もあって、今回については国としても何と

かこの制度をきちんと普及しようということ

で、先ほど話の中にもございましたけれど

も、メリット部分ですとか、そういった部分

もかなり多くなってきてますし、今自体はさ

ほどなくてもそんなに不自由しないよという

ようなことでございましたけれども、今後は

やはり個人の証明をする、そういったカード

を含めて、こういうマイナンバーカードが必

要になってくるという時代になってくるのか

なというように思っています。

そういった意味で、国が強力にやっぱり推

し進めようとしてきてる事業でありますの

で、今後の動向でいけば、やはり今段階でい

けば、町民の方たちの中でも、まだ１０％程

度の方しかまだカードを持ってる方はいらっ

しゃいませんけれども、これが先ほども言い

ましたように、例えば健康保険証のかわりに

なるだとか、それから銀行で口座つくるとき

に必要だよだとか、そういうようなことがも

しもどんどんできてくるとすれば、やはり皆

さん持たなければ、今度は不便さが今度出て

くるというような形になってくるのかなとい

うように思いますので、今後の動向でいけば

やはりマイナンバーカードの普及というのが

進んでいくのかなというように思っていると

ころであります。
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実は私もマイナンバーカードまだつくって

おりません。先ほど木村議員さん言われるよ

うに、今のところそんなに不自由を感じてい

ない。マイナンバー通知カードと、それから

運転免許証をこうやって出せば、それでマイ

ナンバーカード、それから個人の証明もでき

るといった部分で、まだつくってないのです

けれども、やはりこれは早くつくらなければ

いかんなというように、私どもも思っており

まして、今後もやはり職員の人たちにもつく

るようにというようなことになってくるのか

なと思いますし、町民の皆さん方にも今後広

報等で周知をさせていただきながら、町民の

方たちにもマイナンバーカードを持っていた

だくというようなことで進めさせていただき

たいなというように思っているところであり

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（木村明雄君） このマイナンバー

制度のメリットが、私たちの暮らしの中で大

きく左右するとするならば、これは国民皆さ

んがやはり急激に進むものだと、私は思うわ

けですけれども、現在国内普及率が１４.４

％というのはどうなのかなという気がいたし

ます。それからまた、先ほど足寄町では１１

％でしたか。そんなわけで、これは心配なも

のがあるのだと思うのですよね。やっぱりこ

れから先に向けてね。国に管理されるのでは

ないか、または自分の知らないところでこの

情報が漏れ、誰かに知られ利用されてしまう

のではないか、そんな不安があるわけであり

ます。

また、キャッシュレス、スマホ決済につい

ては、１８.８％では、一番心配なのはやっ

ぱり万が一自分の携帯を紛失したとき、これ

のときはやっぱり自分としては財産を落とし

てしまうというようなふうな心配があるわけ

です。この携帯を拾われても、今の時代では

簡単にあかないのだとは思うわけなのだけれ

ども、しかしながらこの辺がやはり一番心配

なところだと、こんなふうに考えているとこ

ろであります。

これについては、やはりカード会社に例え

ば連絡をするにしても、停止をするにして

も、自分から携帯を落としてしまったら連絡

するすべがないというようなことで、やっぱ

り一番面倒くさい思いをするのでないのかな

と、そういう不安があるわけなのですよね。

そんなんで私はまだもう少し、皆さんが進ん

でいっても、私は今のところはちょっと考え

ようかなと、そんなような考えをしていると

ころでございます。

そんなことで、万が一のことを考えると、

これらについてマイナンバーカード、キャッ

シュレス、スマホポイント還元決済につい

て、セキュリティー、これについてはどう考

えているのか、この辺についてもちょっとお

伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） 総務課長です。

お答えいたします。

マイナンバーカードのセキュリティーにつ

きましては、確かに普及は全国的にも１４％

程度で普及してないという事実はございまし

て、確かに自分の情報が漏れるのではないか

という危惧を抱いている方も実際いらっしゃ

るようであります。ただ、国の説明なのです

けれども、万が一マイナンバーカードを落と

されても、先ほど申した電子署名用の暗証番

号、あるいはほかの暗証番号がありますの

で、簡単には使えないと。あと万が一落とし

ても、例えばその番号を自分で覚えておい

て、それをどこかで使おうとしても、その番

号を証明する手段としてカードが必要になっ

てきますし、あるいはカードの中には顔写真

がありますので、本人との比較対照ができる

ということで、国といたしましては、そんな

セキュリティー上は情報が漏れるということ

はないので、何とか取得をしてくださいとい

うような説明をしております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

もう１問にしてください。
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○１１番（木村明雄君） もう一つというこ

とで、これについては私も、皆さんがどんど

ん進んでいくということであれば、これは乗

らない手はないなというような考えもあるわ

けなのだけれども、しかしながらセキュリ

ティーの問題でやはり心配だということがあ

るわけなのです。そこで町長にお伺いをした

いと思いますけれども、これから先に向けて

足寄町の進み方というか、これについてもし

わかる範囲内でお伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

やはりセキュリティーというのは非常に重

要な問題でありまして、今どこでも足寄町に

限らずどこでもやはりセキュリティーをきち

んとしなければならないということになって

ございます。そういった意味では、当然個人

情報だとかということで、非常に情報が外に

出るというようなことがないような、そうい

う何というか、対策といいますか、そういっ

たものを常に取り組みをしているところであ

りまして、コンピューター関係なども必ず外

に情報が漏れるようなことのないようにとい

うようなことで対策をとっているところであ

ります。

今、昔でいくと、例えば家に仕事を持ち帰

るのにデータ持って帰ってだとかということ

もよくあったわけでありますけれども、今は

そういうこともできなくて、限られたもの

に、決められたものでしかデータを移せない

だとか、それからコンピューターもインター

ネットと、インターネットとつながっている

コンピューター、それと内部の情報を使って

いるコンピューターというようなことで分け

てですとか、そんな形で情報が漏れないよう

にというような、情報漏えいがないようにだ

とかというような、そういう対策をとってお

ります。ただ、やはり人的ミスだとか、そう

いったもので、それからまた新聞、テレビ等

でいけば、何というのですかね、人為的にと

いうか、やる気でやる人については、これは

なかなか難しいところでありますけれども、

そういう、何というのですかね、教育といい

ますか、そういったものも含めて、今後も含

めて、情報漏えい、そういったことがないよ

うなそういった取り組みを進めていきたいな

というように思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（木村明雄君） 時間も来ましたの

で、これで質問を終わります。

○議長（吉田敏男君） これにて、１１番木

村明雄君の一般質問を終えます。

次に、２番高道洋子君。

（２番高道洋子君 登壇）

○２番（高道洋子君） 議長のお許しをいた

だきましたので、通告書に基づいて一般質問

をいたします。

ひきこもり対策について。

ことし３月に内閣府は、中高年のひきこも

りの実態を初めて調査し、その結果を発表し

ました。それによりますと、４０歳から６４

歳のひきこもりの人は全国で６１万人以上に

達しているということです。ひきこもりに

至ったきっかけは、退職が３６.２％、病

気、人間関係が同じく２１.３％と続いてい

ます。

ひきこもりとは、仕事や学校に行かず、か

つ家族以外の人との交流をほとんどせずに、

６カ月以上続けて自宅に引きこもっている状

態を言います。

ひきこもりは従来、若者の問題として自治

体が就労対策などを行っておりますが、最近

では８０代の親が５０代の子供の面倒を見る

８０５０問題が社会的にクローズアップされ

てきています。

８０５０問題とは、８０代の親が５０代の

子供の生活を支えていることで、その背景に

は、子供のひきこもりが長期化、高齢化した

ことにあると言われています。特に中高年の

子供がひきこもりの場合、親が亡くなると、

年金などの収入の道が絶たれ、深刻な貧困状

態に陥り、生活が破綻してしまうケースが多
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く見られます。

若い世代のひきこもりが引き続き増加傾向

にある中で、中高年のひきこもりについても

近年一層深刻さを増しており、全国的にもこ

の問題にかかわる痛ましい事件や事故も発生

しています。

このような状況の中にあって、ひきこもり

状態にある人やその家族に対する行政の支援

が必要不可欠であると考えますので、次の点

について町長の御所見をお伺いいたします。

１つ、町が把握しているひきこもり状態に

ある人と不登校状態にある児童・生徒の人

数。

２つ、町の相談窓口はどこが担っています

か。

３つ、町では、ひきこもり状態にある人や

その家族に対して、どのような支援や取り組

みを行っていますか。

４つ、関係機関及びひきこもりの人や御家

族等との情報共有はどのように行っています

か。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 高道議員のひきこも

り対策についての一般質問にお答えいたしま

す。

１点目の町が把握しているひきこもり状態

にある人と不登校状態にある児童・生徒の人

数についての御質問ですが、まずひきこもり

状態にある人については、ひきこもりに関す

る全町的な調査を実施していないため、全体

的な把握はしていない状況です。

不登校状態にある児童・生徒の人数です

が、文部科学省における不登校の定義は、病

気や経済的理由を除き、精神的・心理的不安

または身体的症状により通学することができ

ない児童・生徒で、年間３０日以上欠席する

者とされており、令和元年１２月１日現在１

６人となっております。

２点目の町の相談窓口はどこが担っている

かについてですが、高道議員仰せのとおり、

ひきこもりに至るきっかけやその背景はさま

ざまな要因があるものと考えられ、ひきこも

り状態にある方やその家族の抱える複合的な

事情に対応するため、ひきこもり状態にある

方の家族からの相談、民生委員、児童委員に

よる訪問活動において把握された情報をもと

に、福祉サービス導入、生活困窮対応なども

含めて福祉課が総合窓口として対応している

ところです。

３点目のひきこもり状態にある人やその家

族に対して、どのような支援や取り組みを

行っているかについてですが、ひきこもり状

態にある方やその家族は、生きづらさと孤独

の中で日々葛藤されていると思われるため、

時間をかけて寄り添う支援が必要であると考

えております。早期解決を図るために、暗に

社会復帰を促すことは、かえってひきこもり

状態を長期化させる場合もあります。そのた

め、自宅訪問や来庁による面談の積み重ねに

より、まずは安心して相談ができる信頼関係

を築くことを念頭に、ひきこもり状態にある

方やその家族の思いを受けとめ、寄り添うこ

とにより、必要なプロセス、必要な福祉サー

ビス等をともに考え、社会復帰や自立に向け

た支援ができるよう取り組みをしているとこ

ろです。

これまでには、長年ひきこもり状態にあっ

た方に対しまして、障害福祉サービス事業所

との連携により福祉的就労を十数年にわたり

継続できるよう支援し、一般就労へつながっ

たケースなどがあります。

４点目の関係機関及びひきこもりの人や御

家族等との情報共有はどのように行っている

かについてですが、障害福祉サービス事業

所、保健所などの関係機関及び役場内関係部

局につきましては、適宜情報交換、協議を

行っており、ひきこもりの方や御家族につい

ては、自宅訪問や来庁による面談などで情報

共有をしているところです。

今後も関係機関との連携はもとより、民生

委員、児童委員や自治会といった地域との

ネットワークを活用し、情報提供をお願いす

る中で対象者の把握に努め、一人一人に合っ
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た相談から支援までを総合的に行うことがで

きる体制づくりに努めてまいりますので、御

理解を賜りますようお願いを申し上げ、高道

議員の一般質問に対する答弁とさせていただ

きます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

２番。

○２番（高道洋子君） ただいまの町長の答

弁で、ひきこもり対策に対する町の考えや方

針等がわかりました。

具体的なことについて、お伺いしたいと思

います。

まず最初に、令和元年１２月１日現在不登

校の状態にある児童・生徒が１６名となって

おりますが、これは想定以上の人数で驚いて

おります。

お尋ねいたしますが、差し支えなければ１

６名の内訳と、それと不登校になった理由な

のですけれども、どういうことが考えられる

のか伺いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） 教育次長です。

お答えをいたします。

先ほどの１６名のまずは内訳の関係でござ

いますけれども、足寄小学校のほうで３名、

大誉地、芽登、螺湾小学校、僻地のほうはご

ざいません。足寄中学校が１３名となってい

ます。

足寄小学校の３名の長期欠席の主な理由で

ございますけれども、体調不良、それから怠

学傾向ということでなかなか学校に足が向か

ないということでございます。足寄中学校の

ほうも体調不良と気持ちがなかなか学校に向

かないと、そういう理由の中で３０日以上の

長期欠席の児童生徒がいるということでござ

います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） わかりました。体調

不良ということがほとんど多いということで

ございますね。

この、時間もないのですけれども、この体

調不良とか、そういう不登校になった人への

対応ですね、どのようなことを図られており

ますか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） 教育次長です。

とりあえずは最初には、それぞれの担任の

先生がお話をしてもらうようになると思いま

すが、とりわけ学校としての取り組みにもな

りますので、そこには校長先生や教頭先生も

かかわるケースもございます。

そういう中で、こちらとしては学校からも

そういう長期欠席者の報告はいただいており

ますので、その中で事案によっては教育委員

会も入ったり、あとは子どもセンター、足寄

子どもセンターのほうの専門的知見を持って

いる方にも入ってもらいながら、その対応に

当たっているところでございます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） わかりました。

次に伺いたいと思います。

相談窓口は福祉課がひきこもりの相談窓口

ですね。福祉課が総合窓口として対応してい

るという答弁でございましたけれども、１０

日の新聞に、新聞の記事なのですけれども、

ひきこもり窓口の一本化ということで、窓口

の一本化という、今後、厚生労働省は１０日

に市町村、市区町村の体制整備等促す方針を

決めたと。医療、介護など、制度の縦割りを

なくして窓口を一本化し、就労から居場所ま

で、社会とつながる仕組みづくりを進める自

治体を財政面で支援すると、早ければ２０２

１年から実施したいという記事がありまし

た。この総合窓口ということでございますけ

れども、これが担当、あれですね、なぜこう

いうふうにしたかというと、相談窓口が分か

れていると、同じ福祉課の中でも分かれてい

ると、たらい回しにされたり、担当者間で情

報が共有されなかったり、支援が届かなかっ

たりという欠点をカバーするために一本化と

いうことを、方針を打ち出したと思うのです

けれども、その一本化でたらい回し対策に対
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してはどのようになっているでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 窓口の一本化の話で

ございますけれども、先ほども答弁の中でお

話しさせていただきましたけれども、福祉課

で窓口を一本化するということにしておりま

す。

やはりお話ありましたように、生活の問題

ですとか、それからお父さん、お母さんが年

齢が行ってなかなか面倒見れないだとか、そ

れからもしくは障害だとか、そういったもの

があったりだとか、いろいろな問題もありま

すので、そういった部分でやはり福祉課が

やっぱり一番窓口としては適切なのかなとい

うように思っているところであります。

やはり窓口、まだ話が出たばかりですの

で、具体的にではどこが、福祉課の中でもど

こが窓口になるのかといった部分について

は、まだ今後の検討ということになりますけ

れども、その中で今までもいろいろな高齢者

の方の問題なども含めて、福祉課の中でいろ

いろな部署が、福祉課の中にもいろいろ担当

がございますけれども、そういったところが

連携しながら話を、協議しながら進めてきて

いるということもありますので、そういった

部分では福祉課の中で連携をきちんととれ

て、その中で窓口が相談、ひきこもりという

だけではなくて、その断片的に相談が来ても

全体的な福祉課の中での協議の中で、連携を

とりながら進めていけるものというように考

えているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 何とか一本化で悩め

る人が迷わないように、よろしくお願いした

いと思います。

現在、福祉課では、足寄町第２期地域福祉

計画を策定中と伺っております。その中で、

ひきこもり対策についても具体的に盛り込ん

でいただきたいなと思うわけでございます

が、現在、どのように検討され明文化されて

いるのか伺いたいと思います。また、十分検

討されているのか、ひきこもりに対してされ

ているのかも伺いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

第２期地域福祉計画についての御質問です

けれども、第２期地域福祉計画は今年度中に

策定する方針、方向で進めているところなの

ですが、現在、各町民に対するアンケート調

査を終了したところで、それについての分析

をただいま行っているところでございまし

て、方向性としては障害とか子育てとか介護

とか、そのような全体的な計画の上位計画と

して足寄町内の、それだけではなく足寄町内

のひきこもりとか、あと成年後見ですとか、

そういうものを含めた計画を策定する予定で

おりますけれども、まだ計画の文面について

はまだできたものがございませんのと、あと

これから各委員会にかけて、ごめんなさい、

策定委員の会議にかけて、内容を整理してい

くということで、まだ内容については決まっ

ておりません。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 内容が決まってない

ということで、ぜひこのひきこもり対策につ

いても盛り込んで、具体的に盛り込んでいた

だきたいなとお願いするところでございま

す。

次に、足寄町ではひきこもりの調査をして

ないということでございますけれども、国の

レベルでは６１万人という数値が出ておりま

す。この全国の数値を参考にした場合の、足

寄町ではどのぐらいの人数が推計されるか、

伺いたいと思います。そのような推計は計算

しているでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 全国で６１万人とい

うことと比較して、足寄町ではどの程度のひ

きこもりの方がいらっしゃるのか、そういっ

た推計については調査もしておりませんでし

たし、それからそういう推計についても今の

ところはしていないというところでございま
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す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） あと、１０分です

ね。

私のほうで推計、実はしてみました。一応

全国の総人口が１億２,０００万ということ

で、ひきこもりですね、大人のひきこもりが

６１万人で、２０１５年に調査した１５歳か

ら３９歳までの若年のひきこもりが５４万人

いるということだそうです。で、２つ合わせ

ると１００万人を超えるということで、この

１００万として、若手のひきこもりから大人

のひきこもり足したところですね、それでい

くと足寄町の人口が６,８００人として、そ

れで計算しますと、大人と若年層も入れると

約５７人が足寄町にいると推計されるわけで

すね。それから大人のひきこもりだけでも、

若年層入れなくても３４名ということが推計

されました。

秋田県の藤里町というところでは、３,２

００人の人口に対して１００人も、１８歳か

ら５４歳のひきこもりの人がいるとも、そこ

が先進地で一生懸命いろいろなことを対策

練っているということも聞いておりますし、

それから私の友人にも、今回ひきこもりをや

るということで何人かに聞いてみましたとこ

ろが、自分の町内会にもいらっしゃる、親戚

にもいらっしゃる、足寄町で。私も１人知っ

ておりますが、やはりわかっているだけでも

何人かのひきこもりの方がいらっしゃること

からいっても、この３４人とか５７名という

のは近い数字なのかなという気がいたしま

す。

厚生労働省は平成３０年になって、ひきこ

もり対策の推進事業ということで一段と強化

した政策を打ち出しました。一層の強化が図

られておりますが、もちろん国からの補助金

も出るようでございますけれども、町のレベ

ルとしましては、職員の、役場の職員の専門

知識や技術の研修や、それからサポーターの

養成とかネットワークの構築などが具体的な

対策として挙げられると思いますけれども、

身近では管内でも１町村、池田町がこの１０

月ですか、ひきこもり研修会を町が主催で

行っております。このひきこもりの理解と対

応のヒントということで、札幌から専門家を

招いてやっておりますが、足寄町でもぜひ、

この事業を国の方針もありますことから、積

極的に推進してひきこもり対策の充実を図る

べきだなと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 福祉課長です。

ただいま国では、北海道レベルまでの事業

としまして、ひきこもりの支援センターをつ

くるようにというふうに言っておりまして、

札幌のほうでは、あと政令指定都市にもつく

るように言っておりまして、札幌には北海道

と札幌市が設定した、そういうひきこもりの

支援センターがございます。

昨年度から市町村にも同様の支援センター

のようなものをつくるようにというような事

業もございますが、まだ全国的につくられて

いるところは本当に少数というふうに聞いて

おります。

足寄町としましては、今のところ、そのよ

うな支援センターというものをつくるような

予定はないのですけれども、今厚労省とか北

海道とか、そちらのほうで説明会とか研修会

とかしてございまして、そちらのほうに職員

を研修に出して、どのような支援が必要なの

かということを今研修をしているところで

す。また、子どもセンターのほうでは実際に

不登校の部分から、例えばひきこもりになっ

た方とか、そういう方についての面接とか、

そういうこともしておりまして、そういうも

のと合わせまして支援の方法を検討していき

たいと思います。

また、ネットワークづくりとか、そういう

ものにつきましては、やはりなかなか、もと

もとそういうことを体験された方とか、かか

わった方などが入ったようなネットワークづ

くりは非常に望ましいかなと思うのですけれ

ども、そういうものを表に出してなかなか表
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明しづらい部分があるかなと思いますので、

民生委員さんとかボランティアの方とか、そ

ういう方を合わせて、何か将来ネットワーク

づくりができればなというふうには思ってお

ります。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） ぜひネットワークづ

くりもよろしくお願いしたいと思います。

今やっぱりまだ待ち受け支援というか、積

極的にそういう人がいるらしいということで

個別訪問して見つけ出す、そういう悩める人

を見つけ出すというよりは、窓口に来てくれ

た人を支援するというか、そのほうが、それ

が今まで従来のやり方だったと思うのですけ

れども、これからは私は思いますけれども、

専門のそういう専門家を、専門家というか、

正職員でなくてもいいですから、そういう子

育ても終わり、そしてそういうことも、悩み

を聞いてあげられる、そういう福祉知識の、

ひきこもりに対する専門知識も持った、そう

いう人を臨時採用して、そしてひきこもりに

対する特化したそういう支援策を今後打ち出

していくべきでないかなと思います。

それと家族会ですね。そういう悩める人た

ちが孤立していっているわけです。そして最

後は８０５０問題まで行くわけですから、そ

の人たちの家族会も結成するような、それが

すごく功を奏しているらしいのです、全国的

な対策としては。だから、そういう人たちを

１家族でも２家族でもみんな寄り合って、悩

みを打ち明け相談できる、そういう環境づく

りも今後必要でないかなと思うわけです。

ことしの６月にも厚生労働大臣が異例の

メッセージを、ひきこもりのより質の高い支

援をできるように人材をふやしていきたいと

いうメッセージも出しているわけです。

そこで、町長に伺いますが、このひきこも

り対策に対する厚い決意というか、そういう

思いを最後に町長に伺いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） ひきこもりの関係で

ございますけれども、なかなかやはり今まで

のところでいくと、実態としてやっぱり見え

てこないという部分がございまして、それと

いうのはやはり家族の人たちもなかなか言い

出せないというか、言いづらい、そういう実

態をほかの人になかなか話せないというよう

なことが多くあって、なかなか地域の人たち

もあそこにたしかそういう人がいるかもしれ

ないという程度の情報ぐらいしか入ってこな

いということで、なかなかそれを対策として

町として取り組む、そういったものがなかな

かやっぱり今まではできていなかったのかな

というように思っています。

そういった意味で、国がやはりひきこもり

対策、高齢になって、親が高齢になってきて

なかなか、今まで生活をずっと支えてきた親

がなかなかその生活が困難になってくる。も

しくは、片親が亡くなるだとか、そういった

ことが出てきたときに、残った子供さんをど

うするのかというような問題というのが今後

出てくるのかなと。いや、もう既にそういう

ことが出てきて、国もやはりそういう対策を

しなければというようなことになってきたの

かなというように思っているところでありま

す。

なかなか足寄町としてはなかなか、先ほど

ケースなども話がありましたけれども、ケー

スとしてそういうことがありますけれども、

なかなか実態としてはそうなっていないとい

うところでありますから、今後の部分でひき

こもりについての対応、そういったものを

きょうお話いろいろいただきましたし、それ

から国からの多分いろいろな事業だとか、そ

ういったものも出くるのかなというように

思っておりますので、今後に向けて十分に、

きょうの議論も参考にさせていただきながら

進めていきたいなというように思っておりま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですね。

これにて、２番高道洋子君の一般質問を終

えます。
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ここで暫時休憩をいたします。

昼食のため、午後１時から再開をいたしま

す。どうぞよろしくお願いをいたします。

午前１１時５６分 休憩

午後 １時００分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

一般質問を続けます。

６番熊澤芳潔君。

（６番熊澤芳潔君 登壇）

○６番（熊澤芳潔君） それでは、議長のお

許しをいただきましたので、通告書に従いま

して一般質問をさせていただきます。

質問事項でございますけれども、公衆浴場

の設置について。

質問の内容につきましては、４月の町長選

挙において、渡辺町長は選挙公約で「足寄町

の未来につなぐまちづくり」を掲げ、リーフ

レットの中で老朽化した特別養護老人ホーム

の建てかえ、温泉源を活用した町民（公衆）

浴場建設に向けて努力すると示され、多くの

町民からの支持を受けまして当選を果たされ

ました。

それらの中でも特に公衆浴場については、

足寄温泉がなくなって以降、多くの町民が望

んでいることで、きょうまで多くの議員も公

衆浴場の必要性を認め、一般質問等で設置を

求め現在に至っておりますが、以下の点につ

いてお聞きいたします。

１つ、６月定例会の木村議員の一般質問に

対して、「むすびれっじの登録者５５名以外

の利用調査は、調査するほどの中身とは考え

ていない」との回答があったが、５５名以外

にも本別、浦幌、池田、上士幌、士幌など他

町村を利用していると聞きます。その方々も

含めて調査をする必要性があるのではと考え

るが、調査の実施について伺いたい。

２つ目、同じく６月の定例会において、

「役場内で関係課を集め検討を進めたい」と

の回答があったが、この６カ月間でどのよう

な検討が行われたのかを伺いたい。

３つ目、町内の温泉は泉質のよさで知られ

ていましたが、このことを強調した地元の農

畜産物による食事も提供でき、旅の疲れを癒

やす憩いの場所も提供できれば、道東の中心

にある足寄町を中心に各方面の旅を楽しんで

もらえると思う。そのような公衆浴場を考え

てはいかがか。

以上でございます。よろしくお願いしま

す。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 熊澤議員の公衆浴場

の設置についての一般質問にお答えいたしま

す。

１点目のむすびれっじ浴場利用登録者５５

名以外に他町村の浴場利用者等の調査の必要

性についてですが、本年第２回定例会で木村

議員への一般質問にお答えしているとおり、

本町への旅行者や里見が丘公園キャンプ場利

用者等への浴場利用希望調査のほか、他町村

の浴場利用者等につきましても実態調査や

ニーズ調査には限界があることから、現在調

査は実施しておらず、今後におきましても実

施する予定はございません。

２点目の第２回定例会以後、６カ月間にお

ける検討状況についてですが、多くの町民や

議員の皆様から浴場建設について御要望が

あったことから、町長、副町長及び関係課長

を構成員とする浴場に関する検討会を本年７

月９日に立ち上げ、公衆浴場の設置可能性等

について、これまで６回にわたり協議、検討

を行ってまいりました。

検討会では、民間事業者による浴場整備計

画等がなかったことから、町が設置すること

とした場合の設置場所や施設規模、イニシャ

ルコストやランニングコスト等について検討

を重ね、里見が丘にある温水プールに併設す

る形で浴場を設置する案が適当であると判断

しておりましたが、民間事業者による整備の

可能性も残されていたことから、民間事業者

が事業主体となった場合の町の支援のあり

方、町が里見が丘の温水プールに併設するプ

ランとの比較、検討を行ったところでありま

す。
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３点目の泉質のよさや地元食材を活用した

食事を提供するなどして、旅行者に楽しんで

もらえる公衆浴場を考えては、についてです

が、浴場の建設要望とともに同様のアイデア

を多数いただいており、今後議会と相談をさ

せていただきながら、今の足寄町に必要な浴

場整備の検討を進めてまいりたいと考えてお

ります。

なお、あす１６日でございますけれども、

全員協議会の開催をお願いし、民間事業者か

らの提案内容を含め、浴場設置の今後の方向

性について御相談させていただきたいと考え

ておりますので、御理解を賜りますようお願

いを申し上げ、熊澤議員の一般質問に対する

答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

６番。

○６番（熊澤芳潔君） 内容はわかりまし

た。

役場内部で十分に協議しているのかなとい

うふうに思ってございますけれども、最初の

１番のことですけれども、私もその質問の回

答に対しまして、ただ公衆浴場設置計画に当

たっては規模のこともありますし、それから

町内外の利用の実態もあります。また浴場の

ビジョンも立てるということもありますの

で、町民の要望等も聞きながら、必要性もあ

るのかなと思いました関係から、調査の必要

性を聞いたわけでございますけれども、今お

聞きした中では、役場内部でも協議で、これ

からも十分協議を進めていくということでご

ざいますので、１番につきましてはわかりま

した。

続きまして２番目でございますけれども、

このことはもう私提案なのかなというふうに

思いますので、お聞きいただければありがた

いなと思ってございます。

ふるさと納税制度を利用した基金を募るク

ラウドファンディングのふるさと納税で、地

域が抱える課題解決のために掲げられたプロ

ジェクトに対して寄附していただき、ダイレ

クトに反映させることができる制度が進まれ

ているということでございますけれども、こ

れは日本のクラウドファンディングがとても

とてつもなく伸びているということを聞いて

ございます。そのことから、これを利用した

らいかがかなということと、そして新聞紙上

で１０月２３日政府の与党がふるさと納税で

税控除倍増という内容で、これは企業版でご

ざいますけれども、手続の緩和、また利用し

やすく、そして自治体に寄附して企業が税優

遇を受けられると。これも企業版でございま

すけれども、ふるさと納税について５年間延

長し、地方創生をさらに促進しようというこ

とが発表されました。このことから、これら

のことから、クラウドファンディングを含め

て、利用の設置が考えられないかということ

でお伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） クラウドファンディ

ングですとか、企業のふるさと納税などの活

用というようなお話でございましたけれど

も、当初企業版のふるさと納税ですとか、そ

ういったようなものも活用しながらできない

ものかなというようなことも検討してまいり

ましたけれども、なかなか企業版のふるさと

納税の部分でいきますと、なかなか難しいの

かなというように考えておりますし、企業に

対する、企業の方たちに対して、そういう寄

附をお願いする、そういったものがやはり企

業の方たちにとっても、ある程度のメリット

みたいな部分もやっぱりなければならないの

かなという部分もありまして、非常に控除額

がふえたりとかして有利な部分にはなってき

ているので活用ができるのではないかなと

ちょっと考えたのですけれども、なかなかそ

この部分では難しいのかなというところが

ちょっとひとつございます。

それからクラウドファンディングについて

も、今後の部分では例えば公衆浴場の建設だ

とか、そういった部分で、そういうことに対

して寄附をしていただく、そういうようなこ

とができないかという部分もありますけれど

も、なかなか実際寄附を募るということです
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ので、やはり寄附自体が非常にやっぱり、寄

附するその事業が魅力的でなければならない

ですし、それからやはり寄附していただける

かどうか、この魅力によっても大分違うのか

もしれませんけれども、実際のところどのぐ

らい集まるのかといった部分でいけば、まあ

やっぱりかなり不確定な部分もあるというよ

うに感じているところであります。

ですから、いろいろな方法を活用してやれ

るものについてはやりたいなと思ってますけ

れども、無理な部分もやっぱりあるのかなと

いうところで、今後いろいろな場面でそうい

うものも検討させていただきたいなというよ

うに思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ６番。

○６番（熊澤芳潔君） 内容はわかりますけ

れども、ただ私もちょっと若干勉強させても

らって、この公衆浴場につきましては４億円

以上ですか、そういった経費が、設置経費が

かかるということでございますので、行政と

しても相当の負担だなというふうに思ってご

ざいますし、そういったことによって、ただ

このクラウドファンディングもガバメントク

ラウドファンディングということで、自治体

自体がクラウドファンディングによって寄附

をしていただきながら課題を解決していくと

いうことだそうでございますし、また自治体

のほかにも支援してでもよいということに

も、ガバメントクラウドファンディングとい

うのは自治体がその支援事業者に対しても支

援もしてもいいよというようなことでござい

ますし、それからこのファンディングという

のは国全体の中での要請をしながら寄附を集

めるということでございますので、いろいろ

な実例を見させてもらっても相当寄附が集

まっているということでございますので、ぜ

ひ進めていただければありがたいなというふ

うに思ってございます。

そういうことで、どうでしょうか、そこら

辺のことは。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 中身について十分に

検討しながら、実際に公衆浴場を建設する、

そういった中で、また運営、建設する段階と

それから運営する段階、そういった部分でそ

ういった事業がうまく適用できるようなもの

があれば、今後内容によりながら、検討をし

てまいりたいというように思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ６番。

○６番（熊澤芳潔君） わかりました。

ぜひ、検討していただきながら、本当にと

てつもなくふえてますよということもあるよ

うでございますので、ぜひ検討していただき

たいと思います。

それでは２番目でございますけれども、そ

うしますと、全体を通していく中では、町長

の公約どおり進めて、約６カ月間の役場内部

の協議も進んでいると。ことしか来年に向け

て、公衆浴場は設置に向けて町中に進めてい

くということで確認をしたいと思いますけれ

ども、これはきょうは恐らく公衆浴場の関係

で議会傍聴に来ている方もいるかと思います

ので、ぜひ確認の声はお聞きしたいなという

ふうに思ってございますので、よろしくお願

いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほどもお話しさせ

ていただきましたように、これまでの経過で

いきますと、町内に温泉があったところが廃

業されたといった後、温泉施設ができないか

というような話でずっと進めてきておりま

す。

なかなかお風呂を経営するという部分はな

かなか大変でありまして、お風呂だけではな

かなか経営的にはかなり、経営をきちんと成

り立たせるためにはかなり厳しい、お風呂だ

けではなかなかペイできないというようなこ

とがございまして、できましたら町としまし

ては、当初民間の方がやっていただけたら、

そこに対して建設に対する支援ですとか、そ

れから運営に対する支援ですとか、そういっ

たものをやっていきましょうということでお
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話をさせていただいて、民間の方々にぜひ

やっていただければというように考えていた

ところでありますけれども、なかなか民間の

方たちも、なかなかお風呂を建設して運営し

ていこうという方がいらっしゃらないという

ような状況でありまして、それではやはりな

かなか民間の方たちでできないのであれば、

町としてもやはりそのあたりをやらなければ

ならないのかなというように考えていたとこ

ろでありまして、当初検討会の中でも話をし

ている中では、最低限お風呂のない方たちも

いらっしゃいますから、そういった部分の公

衆浴場的な部分と、それからキャンプに来ら

れた方ですとか、里見が丘に遊びに来られた

方ですとか、そういった方たちが少し汗を流

せる、そういった場所、そういったものが

やっぱり必要なのかなというところで、そん

なに大きなものではないけれども、小さな温

泉施設みたいなものをできないかなというと

ころで検討してきたところであります。

そういった部分で、町としてもできないか

どうかといった部分で検討してきております

し、その後民間の方からもそういうような提

案も少しありましたので、そういったことも

含めて、あした、最終的にきょう中身を少

し、もうちょっと詰めたいと思ってますけれ

ども、あした全員協議会の中で内容について

お示しをしながら、議会の方たちとも、議会

の皆さんとも御相談をさせていただくという

ことで考えております。

非常にお金もかかる話でありますし、それ

から運営費についてもやはりこれ１回ではあ

りませんから、毎年毎年やはりお風呂やると

いうことになるとお金もかかるわけですか

ら、毎年のお話ということにもなりますの

で、そういった部分、町としてやるといって

も議会の皆さんに賛成していただかなけれ

ば、これはできない話でありますので、私が

やりますよと言ってもなかなか簡単にできる

ものでもありませんので。そして、私として

は私が決めてどんどんやっていくよというよ

りは、皆さん方に、町民の皆さん方にも賛成

していただきながら実施をしていくというよ

うな方向のほうがいいのかなというように

思っておりまして、また皆さん方に御相談を

させていただきながら進めていければなと考

えているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ６番。

○６番（熊澤芳潔君） わかりました。

それでちょっと若干時間もありますので、

実はさっきのクラウドファンディングの関係

だったのですけれども、これも含めて、実は

ことし私たちの高校の同窓会がございまし

た。そういった中で、ふるさと納税の話が出

まして、同窓会でふるさとの話が出まして、

足寄町本当に公衆浴場がないものねというよ

うなことでございました。そういう中で、足

寄公衆浴場がないものという話になって、ど

うにかならないのかと言われました。私もそ

れに答えまして、寄附をする話もありますよ

ということの中でお話がございました。そう

いった中で、１０万円ぐらいなら出しますと

いうような方もございましたものですから、

ああ、なるほどなと。そういうことから先ほ

どのクラウドファンディングについては思い

ついたわけでございますけれども、今後高速

道路もできますし、足寄におりていただきな

がら、ふるさとに多く帰っていただき、そし

てもちろん滞在もしていただきながら、町の

活性化につながるような公衆浴場にもしてい

ただきたいなということで、要望をお願いを

しまして、簡単なのですけれども、御質問に

かえさせていただきます。答弁をお願いし

て、終わりたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） ふるさと納税につき

ましては、いろいろと１０種類ぐらいの使用

項目を設けながら、その中に寄附していただ

ける方が、例えば自然環境だとか、それから

高齢者の方の福祉だとかというような、それ

ぞれの思いを込めて寄附をしていただくとい

う形になっています。その中に町長にお任せ

という項目も一つございまして、そういった
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中では町長がいろいろな形で使わせていただ

く、せっかくいただいた寄附を大事に使わせ

ていただくという項目もございまして、そう

いった中では例えば公衆浴場に使うだとかと

いうことも可能な寄附もございますので、ふ

るさと納税全般にわたっていろいろな形で、

足寄をふるさとと、足寄を大切に思っていた

だける方たちにお声かけしていただくという

のは非常にありがたい話だなと思っていると

ころであります。

お風呂につきましては、温泉については町

民の方たちの非常に、ぜひそういう温泉施設

があればというような声もございますし、ま

た議会の中でも多くの議員の皆さんからそう

いう声もいただきました。そういったものも

含めて、また議会の皆さんと相談させていた

だきながら、今後進めていきたいというよう

に思っておりますので、よろしくお願いを申

し上げまして、答弁とさせていただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

これにて、６番熊澤芳潔君の一般質問を終

えます。

次に、５番田利正文君。

（５番田利正文君 登壇）

○５番（田利正文君） 一般質問通告書に

従って、一般質問を行わせていただきます。

１つ目は、乳幼児・児童医療費助成の拡充

をということであります。

人口減少社会での持続可能な地方自治体の

あり方が問われている中、足寄町は小・中・

高の学校給食無償化を初め、高校進学等に係

るさまざまな支援、助成策を実施し、十勝管

内はもとより全道からも注目される先進的な

取り組みを進めてきました。

足寄町で安心して子供を産み育てたい、そ

れは多くの町民の願いでもあります。全ての

子供がいつでもどこでもお金の心配をしない

で、医療を受けることができる体制整備は、

子供たちの健やかな成長を保障するととも

に、子育て世代への大きな支援となります。

①子供の医療費助成が、子育て支援に対す

る役割についての認識と、足寄町における乳

幼児・児童医療費の現状について伺います。

②本別、陸別町など、十勝管内でも乳幼

児・児童医療費助成の拡大が進んでいます。

足寄町で乳幼児・児童医療費の助成制度を高

校生まで、所得制限なしで拡充した場合、そ

の必要財源はどのくらいになるでしょうか。

③子育て支援の柱である乳幼児・児童医療

費助成制度を高校生まで、所得制限なしで拡

充することを求めたいと思いますが、いかが

でしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 田利議員の乳幼児・

児童医療費助成の拡充を、の一般質問にお答

えいたします。

１点目の子供の医療費助成が子育て支援に

果たす役割についての認識と医療費助成の現

状についてですが、子供の親は等しくその健

やかな成長を願っているものと考えておりま

す。

子供が病気になったとき、医療費の窓口負

担の一部または全額を市町村が負担すること

により、親の経済的な負担を減らし、安心し

て医療機関を受診することができる医療費の

助成制度は、子供の健全な成長を支える制度

であると考えております。また、今日的な社

会的課題である少子化について、子育て環境

を整え、少子化対策に資する側面もあると考

えております。

本町の現行の乳幼児及び児童に対する医療

費助成の対象と範囲は、平成２４年８月から

実施されているもので、所得制限を設けた上

で、未就学児に対しては入院・通院ともに医

療機関での窓口の負担額を全額助成し、小・

中学生の入院・通院に関しては、町民税非課

税世帯に属する児童に対しては窓口負担の全

額を、町民税の課税世帯に属する児童につい

ては医療費の３割を自己負担すべきところ、

総医療費の１割のみを自己負担しますが、入

院５万７,６００円、通院月額１万８,０００

円の限度額が設けられています。

２点目の助成の対象を高校生までとし、所
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得制限を廃止した場合の必要な財源について

ですが、乳幼児・児童医療費の助成制度は、

北海道が行う乳幼児等医療給付事業を基本と

しており、北海道の基準では所得制限を設

け、未就学児については入院・通院ともに助

成がありますが、小学生は入院のみ助成対象

としています。

本町が所得制限を廃止し、高校生まで課税

世帯・非課税世帯関係なく助成を拡大した場

合の必要財源についてですが、平成３０年度

実績をベースに推計しますと、まず現行の制

度で小・中学生に入院・通院全額助成した場

合、２４０万円の支出増となります。

高校生の医療費については統計的な資料は

ございませんので、中学生の医療費をもとに

算出すると、１９０万円ほどさらに支出増に

なると推測されます。

所得超過により助成の対象となっていない

乳幼児・児童は、未就学児３６人、小学生３

７人、中学生１４人の合計８７人おります

未就学児、小学生、中学生それぞれの総医

療費をもとに制度の対象となっている未就学

児、小学生、中学生の数で除して１人平均を

算出し、先ほどの助成対象となっていない乳

幼児・児童の数を乗じ、法定の窓口負担額を

算出しますとおよそ２１８万円となり、先

日、先ほど述べました３つの数字の合計額６

４８万円が拡充分の所要額となります。

３点目の助成内容の拡充についてですが、

十勝管内に限って見ますと、平成３０年８月

時点で、中学生までの入院・通院の全額助成

を実施していない町村は足寄町含め３市町

で、高校まで窓口負担の全額助成を実施して

いるのは十勝管内７町村、全道市町村の状況

では６５市町村という状況です。また、所得

制限については、十勝管内で所得制限を残し

ているのは、町村では本町を含め２町のみと

なっており、全道では既に１１１の市町村が

所得制限を廃止している状況にあります。

町ではこうした状況を把握していたことか

ら、所得制限を廃止し、中学生までの全額助

成を新年度から実施したいと考え、既に検討

を進めているところでございます。

以上、田利議員の一般質問に対する答弁と

させていただきますので、御理解のほどお願

いを申し上げます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

５番。

○５番（田利正文君） 私知らなかったので

すけれども、十勝子ども白書というのが出て

るのが、たまたま本屋さんで見つけまして、

これを見てたのですね。そうすると、全十勝

の自治体の子供の医療費、簡単に言ってしま

いますけれども、そういう制度の中身が載っ

てたのです。それで、見てみますと、一番新

しいやつでことしの６月１日現在です。所得

制限なしというところが、足寄と本別しかな

いのですよね。これ何とかならないかと思っ

たのがまず一つなのですね。そんなことが今

回の質問の出発点であります。

それで、これもちょっと私今きょう資料

持ってきてませんから、正確なところわかり

ませんけれども、どこだかの歯科医師、学校

の子供たちの健康の、歯の健康を診る先生が

いますよね。その先生が出した文章なのです

けれども、もちろん日本だけでなくて世界中

で貧困と格差が広がっているのですけれど

も、その貧困家庭の子供たちの歯がすごい状

況になっているという報告を見たのです。そ

れ見ると、本当に歯が、昔でみそっ歯と言い

ましたか、いうふうにして歯がなくなってい

る子供がいるというのが一番ひどいという状

況ですけれどもね。あとは歯が痛くても、親

がお金がないので、親に歯医者に連れていっ

てほしいと言えないという状況もあるそうで

すけれどもね。その結果として、そういう口

内の、口の中ですごい状況になっているのだ

という報告を見ました。そんなことがあるも

のですから、もちろんここに書いているみた

いに、小中高・乳幼児などの助成をされてま

すけれども、高校生までやったとしても多

分、高校生はそんなに病院にかからないので

ないかと。部活か何かでけがすれば別ですけ

れどもね。そんなことがあるものですから、
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質問いたしたわけであります。

それで、本当は再質問などで、最新の十勝

管内の状況をお聞きしようと思ったのですけ

れども、今８月と言われましたよね。だから

６月だから大した変わらないのだと思ってま

す。

それで、今回答で所得制限を廃止して中学

生まで全額助成を新年度から実現したいと考

えているというふうに言われましたので、１

点目の質問はこれで終わっていいですね。

２点目に入りたいと思います。

学校図書館への司書の配置をということで

すけれども、学校図書館法では、学校図書館

が学校教育において欠くことのできない基礎

的な設備であることに鑑み、その健全な発達

を図り、もって学校教育を充実することを目

的とすると記しています。

①足寄町には、小学校４校と中学校１校が

ありますが、学校図書館の役割と位置づけを

どのように認識していますか。

②小中学校図書館の整備率について、基準

と達成率はどのようになっているでしょう

か。また、年間の貸し出し冊数と、児童１人

当たりの平均貸し出し冊数をお聞かせくださ

い。わかれば、今年度分も含めてということ

です。

３つ目、学校図書館の司書配置が、平成２

７年４月１日施行の学校図書館法一部改正で

努力義務となりました。学校図書館は、足寄

の未来を担う子供たちの教育と成長にとって

重要な役割を果たしています。足寄町におい

ても、司書の配置に踏み出すべきと考えてい

ますがいかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） ただい

ま議長のお許しをいただきましたので、教育

委員会から田利議員の学校図書館へ司書の配

置を、についての一般質問にお答えいたしま

す。

１点目の学校図書館の役割と位置づけにつ

いてですが、学校図書館は学校図書館法にお

いて設置義務が課せられ、図書、視覚聴覚教

育の資料、その他の学校教育に必要な資料を

収集し、整理し及び保存し、これを児童また

は生徒及び教員の利用に供することによっ

て、学校の教育課程の展開に寄与するととも

に、児童または生徒の健全な教養を育成する

ことを目的としています。

役割については、主に読書センター、学習

センター、情報センターとしての役割があり

ます。この役割を達成するために、計画的な

蔵書の充実に努め、足寄町図書館と連携した

定期的な巡回配本活動や読み聞かせ活動、読

書感想文コンクール等の読書活動や本棚等の

備品を購入し、環境整備を図っているところ

です。

２点目の図書の整備率の基準と達成率につ

いて、また年間の貸し出し冊数と１人当たり

の平均貸し出し冊数についてですが、学級数

に応じた学校図書館図書標準という指針があ

り、令和元年１０月末現在における各学校の

充足率は、足寄小学校１０６.８％、大誉地

小学校７８.５％、芽登小学校８２.１％、螺

湾小学校１１７.５％、足寄中学校９６.４％

となっています。

年間の貸し出し冊数と１人当たりの平均貸

し出し冊数ですが、足寄小学校１,４９５冊

で５.９冊、大誉地小学校９１４冊で６５.３

冊、芽登小学校６５５冊で２７.３冊、螺湾

小学校２３３冊で１９.４冊、足寄中学校７

１１冊で４冊となっています。

３点目の学校司書の配置についてですが、

司書教諭、図書館司書の資格を有する教員を

中心に計画的な図書の購入、読書活動の推

進、配架やレイアウトの工夫等を通し学校図

書館の充実に努めています。また、足寄町図

書館に配置している図書館司書と連携し、配

本や読書活動、読書活動推進計画等の事業を

推進してまいりますので、学校司書の配置は

考えておりませんので、御理解を賜りますよ

うお願い申し上げ、田利議員の一般質問に対

する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

５番。
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○５番（田利正文君） 今回答いただきまし

たけれども、資料いただいてびっくりしたの

は、僻地校、大誉地、螺湾などで１人の貸し

出し冊数が多いときで１４５.８冊、それが

２５年度ですね。２６年度になると１５４.

５冊だとか、１４２.３冊だとかという、す

ごい多いのですよね。すごくこれ見てびっく

りしまた。

それからもう一つは、金額ですよね。令和

元年度で大誉地小学校で２１万８,０００円

の予算が組まれてますし、芽登小学校で２３

万１,０００円か、螺湾小学校では２１万５,

０００円、結構大きい額だなというふうに思

うのですね。ただし、どこの自治体のやつも

見ても、この子ども白書にそれも一緒に載っ

ているのですよ。見るとやっぱりどこ行って

も、中学校になるとがくっと貸し出し冊数が

落ちるのですね。これは部活が始まるからと

いう状況があるからでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 質問に

お答えします。

端的に言って、やっぱり中学校の場合は部

活動に時間がとられるというのは、それが最

大の原因かと思っております。特にその傾向

というのは大きな学級、多級校ほどそういう

傾向が見られますね。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） その点では、素人の

私と同じ見方でいいのだなというふうに理解

しました。

学校図書館の一部を改正する法律の公布で

すか、それの留意事項の３のところに、１１

学級以下のところの学校については当分の間

司書を置かなくてもいいと、ただし努力せよ

と書いてあるのですね。そして、４番目のと

ころに、例えばですけれども、司書教諭が学

級担任等を兼務している現状に鑑み、司書教

諭がその職責を十分果たせるよう、担任授業

時間数の軽減などの校務分掌上の工夫を図る

ことというふうにうたっていますけれども、

今の学校の現場でこういうことができるの

か、できないのかというのもちょっとお聞き

したいのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

します。

ちょっとその前に、質問のお答えの前に、

学校司書の配置の背景なのですけれども、こ

れは平成５年からずっと学校図書館法の改正

であるのですけれども、とりわけ平成１３年

に子供の読書活動の推進に関する法というの

がありますね。それが制定されたのですよ

ね。それに伴って、いわゆる学校の学習の内

容を基準とする全国的な学習指導要領という

のの中に、学びの質が言語活動だとか、ある

いは探求的な学び、こういうのが非常に求め

られるようになったのですよ。どちらかとい

うと、今まで知識・技能の習得型から課題解

決型へ、こういう学校でいうチェンジではな

くてシフトというのですかね。そういうこと

でやはり調べものをしなければならないとい

うことが多いものですから、情報をとるため

に、学校図書館の役割が一層重要視され、そ

れに伴って平成２６年にさらにこの学校図書

館法が改正されて、そして学校司書というの

がいわゆる努力義務されたのですね。ところ

がこれまたややこしいのは、学校には司書教

諭というのがいるのですよ、司書教諭という

のが。これは学校の先生で図書館司書の免許

を取ってくるのですね。結構な人数いるので

す。これは学級数が１２学級以上には必置な

のですよ。したがってこの１２学級というの

は特別支援の学級もカウントしますから、足

寄小学校が対象になっている。したがって、

足寄小学校には司書教諭はいるのですね。そ

の他の学校にも司書教諭は必置にはなってま

せんけれども、図書館司書を持っている教諭

の、司書を有している教諭の先生いるのです

よ。いるのですよね。したがって、そういう

先生は学校司書は担当はできるのですよね。

現実にはそういう学校において、司書教諭が

いれば司書教諭が中心となって、いない学校
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については、足寄中学校あたりなどそうなの

ですけれども、図書館司書の免許を持ってい

る先生が中心となって、それぞれの学校の図

書館の充実を図っていると、そういうことな

のですね。ただ、大きい学校あたりなどは司

書教諭がいますけれども、特に中学校などそ

うですけれども、その先生教科もあります

し、それから校務分掌もありますし、さらに

は部活動指導等々もありますから結構忙しく

てなかなか司書教諭として、その仕事に、あ

る種の専念化というか特化するというとなか

なか難しいのですよね。そこで、特別な免

許、制度的な免許は要らないのですけれど

も、学校司書という存在が、国の段階として

も何とか学校司書という専門にやれる人を学

校図書館の運営や利用について、ある種専門

にできる人を積極的に配置しようということ

で、国の段階でもある種財源措置なども平均

的にしているのですけれどもね。そういう状

況下にある。

ただ本町の場合については、学校司書の配

置なのですけれども、先ほど答弁もいたしま

したように、こういう本町の実態を踏まえた

場合については、私はまだ配置については緊

要な課題だなというふうには捉えてせん。た

だ、今後学校図書館と、それから町の、学校

は図書室とも言うのですけれども、学校の図

書室と町の図書館での連携でオンライン化を

図るのも視野に入れているのですよ。そうい

う状況変化を踏まえて、そういう状況変化を

踏まえて、そして学校図書館のさらなる充実

に向けた環境整備の一環としてね、一環とし

て学校への学校司書についても検討課題とし

ていきたいなと、そんなふうに考えてますの

で、ちょっと質問と外れた部分もあって長く

なって申しわけありませんけれども、御理解

のほどをよろしくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 今教育長の言うの、

わかります。

調べてみてびっくりしたのですけれども、

図書館の司書の資格取るのにすごいのです

ね。必修科目が１１科目、２２単位。読んだ

ら、図書館学習概論だとか、図書館概論だと

か、そういう難しいのがだっと並んでいるの

ですよ。ただし、学校司書については資格は

要らないというふうになっているのですね。

もう一つ、ダブるかもしれませんけれど

も、今足寄町に司書教諭の資格を持っておら

れる方がいらっしゃると聞きましたので、そ

の方が例えば４つの小学校と中学校をかけ持

ちで、図書館の司書と打ち合わせをしながら

でも、足寄町の全体のやつを見るというよう

なことにはできるのか、できないのか、

ちょっとお聞きしたいのですが。必要がない

と、今教育長は言われたのですが、例えばの

話です。やるとすればできるのか、できない

のかということなのですけれども。つまり先

ほど言ったみたいに、司書教諭という資格を

持っていても担任を持ってたり何だりして、

いろいろ忙しいわけですよね。それを多少

削ってでもそんなことができるのかというこ

とをお聞きしたいのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

それは可能だと思います。今ちょうど学校

も、これは社会の関心事になっているからあ

れなのですけれども、働き方改革がすごく求

められていますし、変形労働時間だとかいろ

いろなことで言われてますけれども、やっぱ

り実をとるという観点でいった場合には、本

当学校についてもそういうふうにしてもらえ

るのはやっぱり非常に学校のニーズにも合う

のかなと。が、一方では例えば学校にある子

供たちとかかわるような、例えば今の図書館

についてもやっぱり子供の自主的、主体的な

活動の場として委員会活動ってありますよ

ね。昔からの図書委員会だとか何とかとあ

る。そういう場面を先生方からそぐというの

は、やっぱり教育ですから、子供たちに指導

と管理というのは、これ表裏一体の関係にあ

るのですけれども、そういう部分もあります

から、何でもかんでも子供にかかわるような
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部分を、学校側の教職員にいろいろな意味で

全面的に丸投げするというのは、これはやっ

ぱりその辺はある種峻別しなければならない

部分かなと、そんなふうに思ってます。

質問については可能でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 時間ですから、最後

にしますが。

教育長が大きな情熱を持って足寄の教育に

当たっていられるというふうに感じておりま

すので、２つだけお聞きして終わりにしたい

と思います。

一つは今の問題ですね。ある程度答えられ

てますし、ダブるかもしれませんけれども、

改めて実現は可能だと言ってましたので、そ

ういうふうにしたほうがいいのではないかと

私は思っているのですけれども、その辺につ

いてちょっと回答いただきたいのが一つで

す。

もう一つは、以前の一般質問のときに私こ

んなことを言ったのですけれども、「教える

とは希望を語ること、学ぶとは誠、あるいは

誠実を胸に刻むこと」という有名なうたがあ

ると話、私しました。そうしたら、教育長、

それはわかっているという話しされましたけ

れども、今の学校教育の現場で教師の皆さん

が子供たちに、あなたの未来についてはこん

なすばらしい社会が用意されているのだよと

いうふうに希望を語ることができているのだ

ろうと。あるいはやっているのだろうという

ことが一つです。それから子供たちに学ぶこ

と、あるいは本を読むことは、真実を見抜く

力をつけることなのだよということが教えら

れているのだろうかというようなことを、素

朴な疑問として持っているのですけれども、

そんなことも教育のプロである教育長のほう

から御答弁をいただいて、終わりにしたいと

思います。よろしくお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

御質問大別すると３つあったかと思うので

すが、１点目につきましては、先ほども

ちょっと私のほうから言いましたように、状

況変化をつかまえて、やっぱり子供の側に

立って、学校ニーズなども踏まえて、一斉に

なるかどうかは別としまして、検討していき

たいなと、そういうふうに思っています。

２点目、有名な詩人アラゴンの言葉なので

すけれども、これはある種の教育の携わる者

についての不易な部分を、要点をついている

なというふうに捉えているのですけれども。

私、これは個人的なあれなのですけれども、

やっぱり今の子供たち、昔の子供に比べて非

常に憧れを抱かないというか、抱けなくなっ

ているなと、そのことを非常に、校長やって

いたときあたりなども現場にいて非常に憂い

ていました。これはやっぱり子供だけの問題

ではなくて、やっぱりある種教育というのは

一番弱い部分ですから、この社会のひずみの

部分を陰に陽に影響を受けますから、そうい

うものなどもあるのかなと。したがって、社

会課題として少子高齢化などというのも大き

くクローズアップされていますけれども、そ

ういうときだからこそ学ぶことによって、知

ることによって子供が未来に向けて、夢や希

望、さらには憧れを持たせるということは、

これは必要なのだなと。そのためにはやっぱ

りそれを下支えする一番の教育環境である教

師が元気でなければならない。そんなふうに

思っています。

それから３点目の、やはり知らないことを

知るだとか、特に読書を通して言葉を知った

り感性を磨いたり、あるいは私は読書は一番

すごいなと思うのはやっぱり創造性だとか、

そういう共感性が育まれる。こんなことした

ら父さんが泣く、母さんが泣くのでないか

な、こんなことをしたらきっとこうなるだろ

うと、そういう共感性や創造性というのは

やっぱり私はこの読書を通して非常に養われ

るなと思っています。

そういう意味で、学校の図書館というのは

ある種学習の場であり、それから読書の場で

あり、そして調べの場であるのですけれど
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も、学校に教育の中にはどうしてもなくては

ならない、そういう空間、場だなというふう

に思ってますし、これからも学校図書館、と

りわけ読書活動の充実について、学校と連携

を図りながら教育委員会としても環境整備に

努めていきたいと、そんなふうに考えていま

すので、御理解をよろしくお願いをいたしま

す。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

これにて、５番田利正文君の一般質問を終

えます。

次に、８番川上修一君。

（８番川上修一君 登壇）

○８番（川上修一君） 議長のお許しをいた

だきましたので、通告書に従いまして質問を

させていただきます。

件名は、日米貿易協定に伴う足寄町の農業

への影響についてです。

先日、日米貿易協定に伴う道内農産物影響

額の試算が発表されました。

農畜産物合計で生産減少額は約２３５億円

から約３７１億円、そのうちの大半を牛肉・

牛乳乳製品が占めています。

酪農畜産のウエートが高い足寄町も大打撃

を受け、農家経済を含め、農村地帯が成り

立っていくのか不安を感じます。

そこで、以下の点について伺います。

１、足寄町における影響額（試算）はどの

くらいか。

２、町としても大変大きな影響を受けるた

め、何らかの対応が必要になると思うが、現

時点でどのような対策を考えているのか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 川上議員の日米貿易

協定に伴う足寄町の農業への影響額について

の一般質問にお答えいたします。

１点目の足寄町における影響額（試算）は

どのくらいかについてですが、令和元年１０

月８日に署名された日米貿易協定について、

国においては、１０月１８日に日米貿易協定

による農林水産物の生産額への影響について

（試算）暫定版を公表をしました。また、北

海道も１１月１９日に、農林水産物の生産額

への影響を取りまとめた日米貿易協定による

北海道への影響についてを公表しました。そ

の影響試算データ諸元を参考に、足寄町にお

ける影響額を品目別に置きかえてみますと、

小麦約１,８５０万円、牛乳・乳製品で約１

億３,８００万円から１億８,７００万円、牛

肉で約６,７００万円から１億３,４７０万円

の影響額、試算でありますが、となり、全体

の農畜産物の年間生産額の減少は２億２,３

５０万円から３億４,０２０万円となりま

す。

２点目の足寄町においても大きな影響を受

けるため、現時点においてどのような対策を

考えているかについてですが、日米貿易協定

が１２月４日国会に承認され、令和２年１月

１日の発効に向けた手続に入ったこと等が報

道されています。

国は日米貿易協定の国内農業対策を追加し

た政策大綱の改正案を提出し、農林水産分野

の関連予算を盛り込んだ補正予算を計上する

ことから、国・北海道からの情報収集をする

と同時に関係団体と連携し、必要な対策の予

算措置を検討してまいりますので、御理解を

賜りますようお願いを申し上げ、川上議員の

一般質問に対する答弁とさせていただきま

す。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

８番。

○８番（川上修一君） まず１点目の質問な

のですけれども、十勝の損失、影響額が大き

いということが新聞で報道されまして、私実

は足寄町はどのぐらい影響あるのかなと思っ

ていました。またほかの町村もどうなのかな

といって、新聞注視といいますか、気をつけ

ていたのですけれども、どうも私が目にした

のは更別村さんが１億円ちょっとという数字

が出ただけで、ほかの町村はございませんで

した。今足寄町が２億２,０００万円から３

億４,０００万円と。これはやっぱりすごい

数字なのだなと、ちょっとびっくりといいま

すか、これは大変なことだなと思っておりま



― 36 ―

す。そしてなおかつ、被害の額なのですけれ

ども、この前提条件がたしか国の試算では、

必要な対策を講ずることによって、生産量は

維持されるという前提で出された試算だと記

憶しております。この生産量の影響というの

は、今の時点ではどなたにも、何というか、

導き出すことはできないと思いますので、仕

方がないことなのですけれども、ざっと考え

ただけでも、このように状況が悪化していっ

たときに、今の生産量が果たして本当に足寄

町維持できるかと考えたら、難しいのではな

いのかなと私は思っております。

それでまず１点目のお答えに関して、まず

最初に議長がお許しいただければ、私４０年

農家をやっております。過去に雑豆の関係で

やっぱり輸入自由化というものを経験してお

ります。実際に、何というか、自由化になる

前と、それから２５年ぐらい実は経過してい

るのですけれども、現在。どのような影響が

あったかをちょっとかいつまんでお話をさせ

ていただいて、それから再質問させていただ

きたいと思うのですけれども、よろしいで

しょうか。（議長「はい」と呼ぶ）

今お話ししました豆の輸入自由化、実は豆

だけでなくて、広く農産物の輸入自由化、Ｇ

ＡＴＴウルグアイラウンドと呼ばれていたも

のなのですね。それでこれは、実は今から２

６年前の平成５年に締結をされております。

この締結される前はやはりとんでもないこと

が日本農業に、何というか、影響があるぞと

いうことで、各市町村こぞって反対運動され

まして、足寄町も多くの町民の理解をいただ

いて、町民センターの駐車場、今舗装されて

ますけれども、あそこまだ更地でしたので、

そこで大きな町民集まって、農業者だけでな

くて、反対集会やったのです。それが足寄だ

けでなくて、もう十勝、北海道、全市町村で

やった。それだけ反対しても、やっぱり流れ

には逆らえなくて発効されてしまったのです

ね。そのとき平成５年の段階で、足寄町の主

力の小豆の値段をちょっと御紹介させていた

だきますけれども、当時小豆というのは１俵

平均３万円ぐらい、我々農家は考えておりま

した。そして、豊作、冷害とあるのですけれ

ども、冷害年でとれなかったときはその１俵

が５万円になったりして、減収した分を値段

で所得をカバーするというような状況だった

のですけれども、自由化になりますと国内の

作況にかかわらず輸入されますので、何と３

年後の平成８年には小豆が１万７,５００円

になりました。３万円からといったらもう約

半分ですよね。発効してたった３年です。そ

の後、２万円になったり、１万５,０００円

になったり、でこぼこしながら、たまたま平

成１６年と１７年は豊作が続いたのです。そ

のときには１俵１万２,０００円まで下がり

ました。値段はそんな感じなのですね。

農家戸数はどうかといいますと、平成８年

で約４００戸ございました。畜産、畑作全部

入れてですね。それが現在は２２０戸まで減

少しております。約半数です。

このように、国策というか、国の決めたこ

とで大きく影響が出るときには、国も予算措

置といいますか、補助金といいますか、対策

を講じて、発効して何年かは手厚く支援して

くれているのですよ。今現在もそうなのです

けれどもね。ところがやっぱり何年かたつ

と、補助金の額が少しずつ少しずつ下がって

いく。そして、その農産物本体の値段は、御

承知のように下がっていく。じわじわと経営

が苦しくなっていると。そして何か知らない

うちに、隣もやめてしまったのです。その隣

もやめてしまった。その土地を近所の人が吸

収して、今現在は過去に５町もつくっていた

小豆を、５町ぐらいといったな、５町つくっ

いた小豆を倍の１０町つくって、倍の面積つ

くって薄利多売で経営を続けていると。これ

が私の経験した関税撤廃の実態でございま

す。

今回のケースがそうならなければいいなと

思うのですけれども、余りにも、何というの

ですか、問題が、例えばＴＰＰをやりたいと

国で提案されて、それに対して農業団体や市

町村の皆さんが反対する。だけれども、何か
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なし崩しのうちに発効になっていくと。そん

な状況が余りにも似ているものですから、こ

れからどうなっていくのかなという不安を感

じているところでございます。

長々と申しわけないのですけれども、ここ

からは質問になるのですけれども、農業委員

会の会長さんに申しわけありません、ちょっ

と質問させていただきたいのです。

それで、２６年前のＧＡＴＴウルグアイラ

ウンドのときと現在と、状況が１点違うこと

がございまして、それは何かといいますと、

先ほど話した農家戸数が半分になってしまっ

たと。今後貿易協定の影響を受けて農家が離

農した場合に、残った農家で農地を吸収し切

れるか考えたときに、非常に難しい。この農

地、あいた農地をどうしていくのかというこ

とが、これから大きな問題になっていくのか

なと、ちょっと自分思っているものですか

ら、会長さんに農地の関係ですので、会長さ

んの思いといいますか、そういったことがご

ざいましたらお聞かせ願いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、農業委員会会

長。

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） 川上議員

の質問にお答えしたいと思います。

いずれにしましても、今回こういった形の

中で農業が自由化、グローバル化の中で自由

化されるということでは、非常に足寄におい

ても非常に心配されるし、今後において農地

もだんだん耕作放棄地も含めて、余る状態に

なってくるのではないかというふうに思って

います。ただ、私たち委員会としては、農地

法に基づいて、担い手に面的集積を図りなが

ら、地域において農業という、農地をどう利

活用していくか。そういうことを十分話し合

いのもとで、農地利用を十分進めていきたい

というふうに感じております。ということ

で、御理解願いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（川上修一君） どうもありがとうご

ざいます。

本当にこの問題は、今ちょっと会長さんに

お聞きしたのですけれども、農地のことは農

業委員会さんに任せておけばいいとか、そう

いうことではなくて、行政も、それから経済

団体である農協も本当に今まで以上に一丸と

なって、いろいろと情報を共有しながら、問

題に当たっていかないと乗り越えていけない

のかなと思っております。

２点目の町長の、町長にお聞きするのです

けれども、２点目のお答えいただきました、

国・北海道からの情報を収集すると同時に関

係団体と連携し、必要な対策の予算措置を検

討してまいりたいと。ありがたいなと思うの

ですけれども、この予算措置というのは、町

単独でも、もし必要なことだなという認識が

あれば、予算措置を講じていきたいというふ

うに捉えてもよろしいでしょうか。この辺

ちょっと聞きたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほど答弁の中でも

ございますけれども、今回の日米貿易協定の

中での対策も含めて、国では経済対策という

ことで、補正予算を１月に組むということ

で、２６兆円でしたかね、ぐらいの規模にな

るというようなことが言われておりまして、

その中に今回の農業の関係の予算も入ってく

るだろうというように考えているところであ

ります。

町といたしましては、やはり国、道、そう

いったところの、やはり国で行っていく政策

に対しての補助金でありますから、そういっ

たものをまずは活用してということになるの

かなというように思っています。そういった

意味で、まずどういった内容で、足寄町で活

用ができるのか、そういったところを情報収

集しながら、検討しながら、そして農協です

とかと協議をしながら進めていかなければな

らないというように考えているところであり

ます。

そういう中で、例えば国、それから道、そ

ういったところの予算のほかに、どうしても

町だとかも必要な予算が出てくるよというこ

とになれば、その段階でまた当然農協さんだ
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とかから、そういう要望が出てくるのだろう

というふうに思いますけれども、十分検討し

ながら進めていかなければならないなと考え

ているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（川上修一君） 大変力強いお言葉い

ただいたので感激をしているところなのです

けれども、状況のわからない中での質問で、

町長も答弁に苦労されたと思うのですけれど

も、やっと１２月の１２、１３になって、国

のこんなふうに予算措置していくという具体

的なものが出てきました。これを読んで、

ちょっとね、気になったのが１点あるので

ちょっと御紹介させていただくのですけれど

も、実は牛乳の集送乳調整金の関係なのです

ね。結論から申し上げますと、５,０００円

上げにトータルでなったのですけれども、実

は財政当局からは引き下げに圧力があったの

だが、相次ぐ大型貿易協定の締結に鑑み、踏

まえて据え置いたと。据え置いたというの

は、どこの部分だろうな、加工原料乳生産者

補給金のところですね。５,０００円上げた

のは集送乳調整金というところで、実際には

据え置きは政治決着で据え置きしたと。とい

うことは、発効が１月、年明けてからの１月

なのに、もう財務省は引き下げ圧力をかけて

いるということなのですよ。ということはも

う、先ほどちょっと私の経験の中でお話しさ

せていただいたのですけれども、２年後、３

年後になって、もし乳量が伸びてくるですと

か、そういったことが起きたときには、牛乳

の、加工原料乳なのですけれども、そこの部

分は引き下げられるおそれが十分にございま

す。

そこで、私一番心配しているのは、酪農の

中で後継者が決まってらっしゃらなくて、年

代でいうと４０代後半から５０代、今中核を

担われている酪農家の方、こういった方が将

来に向けて、果たして増頭、そっちのほうの

判断をされるのかなということが、非常に疑

問視しております。それで、これだけ悪い状

況が先に見えていれば、これ無理して息子に

継がせなくてもいいよななんて、私だったら

思ってしまう。そして、こういった今中核な

されている方は、実は規模はそんなに大きく

ないのですけれども、非常に健全な堅実な経

営をされている。生活には全然困ってないわ

けです。子供さんの教育費かからなくなった

ら、べつに牛いっぱい搾らせなくても生活で

きる。体は年とってこわくなる。そういうふ

うになるおそれがあるのでないかなと。

これ、生産者個人の問題ですから、ここで

心配しても始まらないのですけれども、そう

いったことも私たち農業を考える上で想定し

ながら、では足寄町の農業はどうしていった

らいいのかなということを、ここからが

ちょっと私がお願いといいますか、大切にし

たいところなのですけれども、行政、町とそ

れから農業委員会と農協と、これが合同で生

産者の意見を聞く懇談会、あるいは懇談会だ

けでは聞きっぱなしになってしまうので、こ

ちらもいろいろと勉強というか、こうして

いったらいいのではないかというような考え

を持ちながらの意見交換会、そういったもの

をぜひ開催をしていただけないかなと思うの

です。それをもとに、では足寄町としてはこ

れをやりましょう。今町長おっしゃったよう

に、生産者からいろいろな意見が出ると思う

のですけれども、その部分は国のこの資金

使って対応してくださいですとか、そしてそ

こから漏れた部分を、ではここは町ができる

かなとかという判断するためにも、ぜひそう

いった会を開催していただきたいなと思うの

ですけれども、町長いかがなものでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 経済課長です。

川上議員の質問にお答えいたします。

まずもって町長答弁する前に、経済課のほ

うの農業振興の関係含めて、ちょっとお話し

させていただきたいと思いますけれども。

今農業者からの意見を交換する場というこ

とを設けてほしいと。農業委員会、農協含め
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てということでおっしゃっていると思うので

すけれども、まずもってちょっと最初行政と

いうふうな形で考えた場合、農業者との意見

を聞く場というのは、農協が１月から２月か

な、各地域に行って地区懇談会を開くと。ま

ずはそこが一番ちょっと望ましいのではない

かというふうな形を考えております。

その一方では、今言われたように、これか

らの農業を進めていく将来に対して、やはり

若者、今のいわゆる農業生産者の意見を直接

意見を聞きたいということになれば、先ほど

川上議員が仰せのとおり、いろいろな意見が

もう一方的にと言ったら失礼ですけれども、

出てくるのではないかと。といった場合、一

つテーマを絞っていくのか、そういう形の中

で進めるべきなのか含めて、先ほど言われた

ような関係機関と連携をとりながら、まずそ

の必要性が本当にどういう形であるべきなの

かということを打ち合わせしながら、各関係

機関の事務担当者も含めながら、今後進めて

いきたいなというふうな形で検討してまいり

たいと思いますので、御理解のほどよろしく

お願いしたいなというふうに、所管のほうの

意見として答弁させていただきます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（川上修一君） 確かに正式な手順と

いいますのは、今経済課長がおっしゃったと

おり、農協が農家の意見を集約して、それか

ら行政に上げるというのが、正当なスタイル

だとは私も思うのですけれども、事この状況

におきましては、そんなまどろっこしいこと

しないで、みんなで話を聞いて、それが一番

の連携になるのではないのかと。同じ場所で

同じ人の話を聞く。紙に書いた文字を読むの

ではなくて、その人がどんな思いで言ってい

るか。もう表情からも受け取れるだろうし、

やりとりの中でまた出てくるだろうし。そう

いったことが大切にしていかなければいけな

いかなと、実は私は思うわけであります。

実際にそれをセッティングする方は大変苦

労されるかなとは思うのですけれども、本当

に私先ほどから何回も言っているのですけれ

ども、危機的な状況でないかなと、足寄町の

農業にとりまして。ですから、もう関係機関

みんなで一丸となって、情報共有して問題に

当たっていったらいいのかなと思うので、こ

ういったお話をさせていただきました。

経済課長から検討していくというお言葉を

いただいたのですけれども、町長からも最後

この件、一言いただいて一般質問を終了した

いと思いますので、お願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） いろいろな方々から

いろいろな御意見を直接聞いたほうが、もっ

と中身が理解ができるのではないかというよ

うなことで、直接いろいろな場で農家の方た

ちと関係機関が集まって、みんなで話す場が

必要なのではないかというお話をいただきま

した。

今回は日米貿易協定でありますけれども、

もともとＴＰＰですとか、それからヨーロッ

パ等のＥＰＡですとか、そういったものも既

にございまして、もともとＴＰＰが始まると

きに、安久津前町長が言っていたのは、本当

にこういう農村部の小さな町でいけば、ＴＰ

Ｐが発効したら本当に町が吹っ飛ぶのではな

いかというぐらいの非常に危機的な問題だよ

というようなこともお話がされていたのを、

今思い出しております。

やはり基幹産業は農業でありますから、農

業がやっぱり元気でなければ足寄町もやっぱ

り元気にならないという部分では、確かにそ

のとおりなのかなというように思っておりま

すし、そういった意味で、農家の人たちが今

どんな思いでいるのかといった部分も、本来

からいけば、やはりきちんと直接聞くのが

やっぱり一番なのかなというように思うとこ

ろであります。

ただ、やはり関係機関団体もありますの

で、この場で、ではということにはなかなか

なりませんので、いろいろと先ほど村田課長

のほうからもお話ししましたけれども、関係

機関と協議をしながら、そういう場がやっぱ
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り必要だよというような御意見になれば、ま

たそういう場をセッティングする、そういう

ことも必要になってくるのかなとも思いま

す。関係機関とよく話をしながら、今後進め

させていただければというように思っており

ますので、御理解いただければというように

思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

８番。

○８番（川上修一君） 御理解をしましたの

で、一般質問を終了したいと思います。

○議長（吉田敏男君） これにて、８番川上

修一君の一般質問を終えます。

ここで暫時休憩をいたします。

１０分間、２時３５分からスタートといた

します。それまでお休みです。

午後 ２時２２分 休憩

午後 ２時３５分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

次に、１０番二川 靖君。

（１０番二川 靖君 登壇）

○１０番（二川 靖君） 議長のお許しを得

たので、通告書に従い一般質問をいたしま

す。

自然災害等防災対策についてであります。

近年、日本各地において地震、台風を初め

自然大規模災害が断続的に発生しています。

本年に入り、８月の九州北部を中心とした

大雨、９月から１０月にかけては台風１５

号、１９号、２１号と日本各地に甚大な被害

と死傷者が出ています。被災された方々に対

し、心からお見舞い申し上げます。

本町も平成２８年８月１７日から１８日に

かけ、台風７号により旭町を中心に住宅街が

冠水し、大きな被害が出ました。さらには平

成３０年９月に胆振東部地震が発生し、ブ

ラックアウトを全町民が経験し、電気のあり

がたみを感じました。

本町の水害被害等も本年度で復旧工事が終

了すると聞いており、一安心しております。

これまでさまざまな災害経験を踏まえ、本

町も平成３０年３月に防災計画が改定され、

同７月には避難所運営マニュアルも策定さ

れ、その後各家庭向けに平成３１年度改定保

存版の防災ガイドマップが配布され、防災行

政無線戸別受信機の貸し出しが開始されまし

た。

防災対策の観点から、以下の点についてお

伺いいたします。

１、防災行政無線戸別受信機の貸し付け状

況と問題点。

２、自主防災組織について、現状どのよう

な形で運営され、幾つの組織があるのか。

３、指定避難場所等の発電機など、順次設

置されてきているようだが、現在の設置状況

と今後の設置予定はどのようになっているの

か。

４、厳寒期を迎え、各戸別の家庭で、その

ほとんどが電気を利用しなければ暖がとれな

い状況であり、ペレットストーブ等は補助制

度があるが、発電機等の補助は考えていない

のか。

以上、町長の所見をお伺いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 二川議員の自然災害

等防災対策についての一般質問にお答えいた

します。

１点目の防災行政無線戸別受信機の貸し付

け状況と問題点についてですが、戸別受信機

の貸し付け状況は、本年１１月末現在で１,

８７６世帯、７４企業等に貸与しており、世

帯カバー率は５６.４％となっております。

戸別受信機の各世帯への貸与は、災害時の

情報伝達の改善に大変有効であることから、

各世帯に十分行き渡るよう、広報あしょろ等

を活用し周知をしてまいりたいと考えており

ます。

戸別受信機の貸与についての問題点は、受

信機の貸与を受けなくても、屋外スピーカー

で聞こえる等の理由で受け取られていない住

民が多くあり、いまだ世帯カバー率が５０％

台と低迷している状況にあることでありま
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す。今後も引き続き、世帯カバー率の向上に

向け、周知活動を行ってまいりたいと考えて

おります。

２点目の自主防災組織の現状についてでご

ざいますが、自主防災組織は現在８単位自治

会、１連合自治会で設立されており、それぞ

れ避難訓練の実施や防災講話を開催するな

ど、自主的に活動されております。自主防災

組織は有事の際、大きな役割を果たしていた

だける組織であると考えておりますので、今

後とも積極的に組織化の働きかけを行ってま

いります。

３点目の避難所における発電機等の設置状

況、及び今後の設置予定についてですが、指

定避難所に指定済みの５０施設のうち、３６

施設に設置しております。未設置施設の多く

は、市街地区の避難所で、災害発生時にはそ

の都度町保管の発電機を持ち込み対応するこ

ととしておます。なお、施設規模の大きい総

合体育館は本年度に常設の発電機を設置済み

で、子どもセンターには来年度設置する方向

で現在検討をしております。

４点目の個人等が購入する発電機等への補

助制度の導入についてでございますが、町と

いたしましては避難所への設置を基本として

発電機購入を進めてきた経緯もあることか

ら、補助制度の導入につきましては、現時点

では考えておりませんので、御理解を賜りま

すようお願いを申し上げ、二川議員の一般質

問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

１０番。

○１０番（二川 靖君） 今、町長のほうか

らお話がありました。それで、ちょっと気に

なることが１点目として、受信機のことなの

ですけれども、貸し出しをしなくても屋外ス

ピーカーで聞こえる等の理由で受け取ってい

ないということでありますけれども、いずれ

にしてもこの５０％中過ぎの貸与率というこ

とでありますけれども、これひもといて考え

れば、この防災無線についてはこの議会の場

でも、町民の方から聞こえないということ

で、多分議会の中で議論をしながら、これ総

務省等とも話をしながら、多分こういった受

信機を貸し出しをするというふうな経過に

なってきているのではないのかなというふう

に、私自身思っているところであります。

そういった中で、ちょっと農村部に行けば

聞こえが悪いだとか、いろいろこの間、防災

無線については話がありまして、音声も

ちょっとおかしいのではないのかということ

で、多分相当苦労してこういった機械のとこ

ろのメンテナンスというのですか、そういっ

たことをやってきたのかなというふうに思っ

ておりまして、残念なことに、議会で求めら

れて、そして議会で承認をする、そしてこの

半分５６.４％というのはちょっと残念な気

持ちでなりません。

そういったことで、多分貸し出しについて

も庁舎の玄関の、正面玄関のところで、町民

が来るたびにどうですかという貸し出しも多

分やっていたのかなというふうに思っており

ますし、そういった中で多分町民の説明会も

なかなか人が集まらない中で、この受信機械

については貸し出しを行っているということ

で、もうちょっとこれ低いのでというのでは

なくて、防災意識を高めるといった意味で

やっぱり貸し出しをきちんとできるような方

法というものを考えていかなければいけない

なというふうに思っておりますけれども、そ

こら辺についてちょっとお話を聞かせていた

だきたいというふうに思っております。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（松野 孝君） 総務課長です。

お答えいたします。

議員御指摘のとおり、ことしの、本年の３

月ぐらいから約１５カ所で説明会等を開催い

たしまして、その時点で既に５８０個の戸別

受信機を貸し出し、貸与しております。その

後、今議員仰せのとおり、役場庁舎の前の１

階の玄関のところに、貸し出しの関係で職員

を張りつけて対応いたしました。

あと、それでもなお受信機が、なかなか受

信機の貸与率が上がらなかったものですか
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ら、広報誌へ３度ほど広報に、広報あしょろ

に記事を載せまして、戸別受信機を既に貸し

付けを受けましたかということで奨励をして

いるところでございます。あと、回覧等にお

きましても、周知、町民の方に周知をさせて

いただいたところであります。

ただ、今回お答えしたとおり、まだ５０％

台と非常に低迷しておりまして、確かに戸別

受信機を各町民に貸し出すという経緯は屋外

のスピーカーからなかなか聞こえない、風が

吹いたり、雨のときは聞こえづらい、あるい

は窓をあけないと聞こえないという声もあり

ましたことから、それぞれ各戸別の受信機を

町民に貸し出すということにした経緯もあり

ますことですから、今後も広報あしょろ等で

周知活動をすることはもちろんのことなので

すが、さらに貸し出し、貸与率を上げるため

に再度各地域に出向いて、説明会あるいはそ

ういう場を設けたいと考えているところでご

ざいます

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 今おっしゃられる

とおり、足を運んでということもありますけ

れども、いわゆる足を運んで説明をしてとい

うのも大変な作業かなというふうに思ってま

す。

それで、２点目の質問にも大きくかかわる

のですけれども、自主防災組織、今連合自治

会、一つの連合自治会と８単位自治会で結成

されているというふうにお答えがありまし

た。これは、そういった中でこれはなぜこう

いうことを言っているのかといえば、この間

議会報告会の中で、町の中で、いわゆる連合

自治会ですか、の中でそういった推奨をして

いのだけれども、なかなかでき上がってこな

いということが言われておりました。それ

で、いわゆるこの自主防災組織の中で、いわ

ゆるどういったものが、どういった形で広げ

ていけるのかということも含めて検討してい

くのであれば、いわゆる少ない、貸し出し率

の少ないところもそういった自主防災組織の

中でお願いをしながら、そういったことを進

めていくというのも一つの手なのかなと。こ

れ、役場の職員の皆さんが出向いて、再度報

告をしながら、お願いをしながらということ

だけではなくて、そういった自主防災組織を

さらに立ち上げていただいて、そういった中

で防災意識を高める、そしてそういった戸別

受信機械も設置をしていただけるというよう

なことが行われていけばいいのかなというふ

うに考えておりますし、自主防災組織も連合

自治会のほうでも相当苦労しながら、今８単

位自治会ということで、さらににふやしてい

かなければいけない組織なのかなというふう

に思っておりますし、自治体やら議員さんや

らが、防災、防災といってもやっぱり隣の人

が何をやっているのか、隣の人がどういう状

況にいるのか、そういった中で防災で何かあ

れば一緒に対応できる、そういったようなこ

ともふやしていかなければいけないのかなと

いうふうに思っておりますので、いわゆるそ

ういった観点からそういった取り組みを進め

ていってはいかがなものかというふうに考え

ておりますので、その点についてちょっとお

聞かせ願いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 防災無線の関係、そ

れから自主防災組織の関係、お話をいただき

ました。

防災無線については、私も、平成１２年に

今の前のアナログの時代の防災無線ができ上

がったのですけれども、私ちょうどそのでき

上がった１２年の年から企画にいまして、防

災関係の仕事をしておりました。その当時、

防災無線非常に聞こえが悪い。それから一斉

に鳴らすと、ちょうどやっぱり山との間にあ

るような町ですので、反響があってなかなか

何を言ってるのかよくわからないですとか、

そういういろいろな声がございました。そし

て、防災無線の近くにある家についてはうる

さいと。余り音が大きくてうるさいと。それ

から遠くに行くと、小さくて聞こえない。い

ろいろな声がございまして、そういうこと
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で、ずっとアナログの時代にはいろいろな防

災無線に対する御注文が大変多かったという

ように思っているところであります。

そういったことも踏まえて、やはり災害も

非常に大きくなってきてますし、先ほどお話

しもありましたけれども、大雨が降ったらよ

く聞こえないだとか、最近の住宅は非常に断

熱といいますか、遮音も非常によくなってい

るというようなこともあって、防災無線の戸

別受信機ではなかなか聞こえないというよう

な声もございまして、それではやはり戸別受

信機がいいのではないかということで、今回

デジタル化にあわせて戸別受信機をそれぞれ

各世帯に配置をしようということで、今回は

計画させていただいて、各戸に配付するだけ

の戸別受信機を用意したというようなことに

なってございます。

それと、デジタル化によって非常に音声的

な部分でいけば、非常に聞こえがよくなった

といいますか、今まで役場の職員が放送につ

いて録音して流していたのですけれども、

やっぱりどうしてもアナウンサーではありま

らんので、なかなかよい声でないといったら

怒られてしまいますけれども、なかなか声が

通らなかったという部分もございまして、そ

れが今電子音というのがコンピューターで打

ち込むとちょうど聞こえやすいような音に

なって流れるというような形もあって、非常

に音声的には聞こえがよくなってきているの

かなというように思っています。

そういった意味で、先ほど言いましたよう

に、屋外のスピーカーでも聞こえるよという

人もやっぱりいるのかなというようなところ

なのですけれども、しかしながらやっぱりい

ずれにしてもたまたまそのときに聞こえな

かっただとか、たまたま足寄にいなかっただ

とか、その近くにいなかっただとかというこ

ともありますし、今回のデジタル化にあわせ

て録音機能もついてますので、そういった部

分でいろいろな形で情報が聞くことができる

といった部分で、この戸別受信機については

やはり各戸にぜひ配付ができればというよう

に思ってますし、今後も先ほど言いましたよ

うに周知、いろいろな形で周知しながらもっ

とカバー率を上げていく、そういった方法が

必要なのかなというふうに考えているところ

であります。

それから自主防災組織でありますけれど

も、この自主防災組織もなかなか必要性とい

うのは皆さんわかっているのかなというよう

に思いますけれども、なかなか実際にはでき

てきていないという実態であります。

かつては、これ安久津前町長時代になりま

すけれども、ふれあい懇談会のときにも自主

防災組織の設立に向けてということをテーマ

にしながら、ふれあい懇談会も開催したこと

もありまして、そういう中で自主防災組織を

ぜひ各自治会でつくってほしいというお願い

もしながらやってきております。

それから議会の中でも、自主防災組織につ

いてのお話、議論が何回かございました。そ

ういう中でも、役場からもぜひ、もしもそう

いう機運があったら、学習会ですとか研修会

ですとか、そういったところにも職員が行っ

て、出向いてお話をしながら、また実際に自

主防災組織を組織化したいですよということ

が、声があれば、そのお手伝いもしながら、

自主防災組織の設立に向けて、役場としても

支援をしていきましょうというようなお話も

させていただいております。それから、連合

自治会でも、とりわけ今齋藤会長が非常に自

主防災組織についての理解が深くて、ぜひ皆

さん、ぜひ自治会でつくってほしいというよ

うなお話も毎年のように、総会の中でお話も

されています。そういったこともあって、少

しずつ、本当に少しずつでありますけれど

も、ふえてきているという状況なのかなとい

うように思っています。

自主防災組織が確立してくれば、その中

で、例えば今回の防災無線の戸別受信機をま

だ設置されてないよというようなところわか

れば、そういったところで自主防災組織にお

願いをして配付していただくだとか、そう

いったことも可能にはなってくるのかなと思
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いますけれども、今の段階ではまだちょっと

自主防災組織自体がまだまだ少ないというよ

うな状況でありますので、そこまではなかな

か行かないかなというように思っています

が、いずれにしても自主防災組織の設立を

やっぱり各自治会単位ぐらいで設置していた

だけるように、今後も努力をしていきたいな

というように思っております。先ほどの防災

無線のほうもあわせて、また今後も努力をし

ていきたいなと考えておりますので、御理解

いただきますようよろしくお願いしたいと思

います。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 今の町長の答弁の

中で、理解をするというわけではありません

けれども、やっぱりこの１００％に向けた努

力というものを怠ってはいけないというふう

に思ってますので、私どももそういう話を聞

けば、広めていきたいというふうに思ってお

りますので、ぜひ１００％を目指せるよう

に、そして鉄塔も多分何十年かすれば、また

修理だとかいろいろかかってくると思うので

すけれども、そういったことも含めて、今後

以降やっぱりそういうものがあれば、１００

％を目指していっていただきたいなというふ

うに思ってますので、今後とも対応方よろし

くお願いしたいなというふうに思ってます。

それと、３点目のことなのですけれども、

５０施設のうち３６施設に設置をしてきてい

るということでありますけれども、いわゆる

今後以降、徐々にではありますけれども、こ

の発電機等々について設置をしていくという

ことになっていくのかなというふうに思って

ますけれども、ここでちょっと一言つけ加え

たいのは、前回８月の定例会のときに、補正

予算のときに、熊澤議員のほうからガスの発

電機についてお話があったというふうに思っ

てます。そういったことで、ちょっとコスト

的には相当高くなるというふうに調べてもあ

りますのですけれども、安全性だとかいろい

ろ考えれば、そういった部分についても今後

以降検討をしていっていただきたいというふ

うに思っておりますので、そこら辺をお伺い

したいなというふうに思ってます。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 避難所における発電

機の設置の関係でありますけれども、お答え

しましたとおり、５０施設のうち３６施設に

ついては設置を完了しておりまして、それぞ

れ管理をしていただいたり、使用していただ

いたりということでしております。この３６

施設というのは、要するに郡部のほうで、な

かなかいざ災害が起きたときに、すぐに町か

ら物資だとか、そういったものを調達できな

いということで、郡部のほうの施設について

は設置をしているという状況でありまして、

町の中については何かそういう災害が起きた

ときには、その時点で町の中で運ぶことがで

きる、そういう範囲ということで考えている

ところでありまして、現状ではこれ以上の設

置については考えてはいないということであ

ります。

そしてただ、大きな施設については、先ほ

ども申し上げたとおりでありますけれども、

大型の発電機を設置をするということにし

て、そういう必要な総合体育館ですとか、子

どもセンターですとか、そういったところに

は大きな発電機を設置をするという考え方で

ございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） いいですよ。１０

番。

○１０番（二川 靖君） 今の答弁で了解し

ました。

郡部に行けば、発電機は設置されているの

は、この間議会報告会で何カ所か回ったとこ

ろには大きい発電機が設置されていましたの

で、そういったことでよろしくお願いしたい

なというふうに思ってます。

もう時間の関係上なのですけれども、あと

４点目、私自身も個人等が購入する発電機と

いうもので、本当いいのか悪いのかなという

ことがありました。これガソリンエンジンだ

とか灯油だとかと、ああいうエンジンをかけ
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て屋外でやらなければいけないので、中で

ちょっと引っ張られたらちょっと困るのかな

というふうに思ってましたけれども、いずれ

にしてもやっぱり今冬期間停電をするという

ふうになれば、周辺施設にいわゆる避難でき

る方はいいですけれども、では降雪、雪など

で行けなかったらどうするのだと、いろいろ

これが発想がありまして、そういった中で、

多分努力をしていただきたいと。限られた町

の予算の中ですから、一方的に補助金を出せ

ということではなくて、いわゆるそういった

要望がこれ以上たくさんふえてくれば、そう

いった町としての検討もしていただきたいな

ということで、ちょっとそこら辺について

も、現時点は考えておりませんということで

なくて、検討していただきたいなというふう

に思ってます。

○議長（吉田敏男君） これについて。町

長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） ４点目の個人での発

電機の購入に対する助成でありますけれど

も、やはり先ほど申し上げましたように、そ

れぞれ避難所に集まっていただくというのを

前提としております。そういった形で発電機

も整備をしてきているという状況でありまし

て、なるべく災害が起きたとき、家でという

ことも災害の状況によってはあるのかもしれ

ませんけれども、やはりなるべく集まってい

ただいていたほうが安全なのかなというよう

なところもありまして、なるべく避難所にお

集まりいただくというような方向で考えてい

るところでありまして、現時点では購入に対

する助成については考えていないということ

で御理解いただければというように思ってお

ります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 理解はしても今後

以降そういった要望等々があれば、ちょっと

議会としても再度言わせていただけなければ

ならない部分もあるのかというふうに考えて

おりますし、今後以降そういった、また町民

の意見等々があれば、議会を通じて発言をし

ていきながら、町として頑張っていただきた

いということを申し上げて、一般質問を終わ

らせていただきたいというふうに思っており

ます。

○議長（吉田敏男君） これにて、１０番二

川 靖君の一般質問を終えます。

次に、９番髙橋秀樹君。

（９番髙橋秀樹君 登壇）

○９番（髙橋秀樹君） 議長のお許しを得ま

したので、一般通告書に基づき、人口減少に

よる労働力不足の対策について質問をいたし

ます。

我が国において、少子高齢化による労働力

不足は年を追うごとに深刻化しています。

当町も人口６,７９１名（１１月３０日現

在）と、人口減少に歯どめがかからず、高齢

化率も約４０％となっている現在、生産人口

も乗じて減少傾向にあると思われ、労働力確

保に各企業、団体が懸命に努力していると考

えられます。

人口の減少は労働力の低下、購買力の低下

を招き、町の持続、継続にも大きな影響を与

えかねないと考えており、労働力の低下は企

業の生産生にもかかわり、企業の存続が困難

になる可能性を秘めています。

当町を継続的に発展させるためには労働力

の確保は急務と考えておりますが、以下の質

問をし、町長の御所見をいただきたい。

１、町有施設である国保病院、老人介護施

設での労働力は現在充足しているのか。現状

と今後の見通しについて。

２、来年度から国の制度が変わり、会計年

度任用職員制度が導入されるが、この制度が

導入されると採用枠の拡大はあり得るのか。

３、商工農林の労働力について、現状は町

として把握しているのか。

４、現在、足寄町における外国人労働者の

受け入れは町としてどの程度把握しているの

か。

５、北海道の外国人材の受け入れは急激に

増加しているが、今後足寄町としてどのよう
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に考えているのか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 髙橋秀樹議員の人口

減少による労働力不足の対策についての一般

質問にお答えいたします。

１点目の町有施設である国保病院、老人介

護施設での労働力の充足状況の現状と今後の

見通しについての御質問ですが、現在は国民

健康保険病院、特別養護老人ホームともに法

律に規定する医療・介護職の必要人数は確保

しているところであります。

しかし、退職者の後補充や補助職員の新規

雇用が厳しい状況が続いていることから、町

及び国保病院のホームページでの募集や、ハ

ローワークへの求人登録等を行い、あらゆる

ネットワークを駆使して職員確保に取り組ん

でいるところであります。

近年、地方における医療や介護分野の人材

確保は非常に困難な状況にあり、今後も人口

減や高齢化に伴い、ますます人材不足となる

ことが見込まれますが、患者様や入所者様、

御家族に対し、不便や不安を与えることのな

いよう、引き続き安定的な体制整備に努めて

まいりたいと考えております。

２点目の会計年度任用職員制度導入に伴

い、採用枠の拡大はあり得るのかについてで

すが、今議会に会計年度任用職員制度に係る

条例を提案しており、議決をいただければ、

令和２年４月から制度開始に向けて、１月か

ら職員の募集を行う予定であります。

会計年度任用職員の採用予定数につきまし

ては、現在の嘱託職員及び補助職員数を基本

とし、採用枠を広げる予定はありません。

３点目の商工農林の労働力について現状を

把握しているかについてですが、商工、農

業、林業ともに、他産業と同様、人手不足の

傾向にあり、技能職や現業職の不足は以前か

ら顕著でありましたが、近年では一般の正職

員などの求人募集に対しても、応募がない状

況であります。

４点目の足寄町における外国人労働者の受

け入れについて、どの程度把握しているかに

ついてですが、足寄町に住民登録されている

外国人で、労働を目的に在住資格を持ってい

る方は現在２７名おります。そのうち、農業

関係では外国人技能実習制度を活用し、１７

名を受け入れており、商工関係では技術研修

として２名を受け入れております。林業、介

護関係につきましては、現在外国人労働者の

受け入れはなく、他産業の外国人労働者の受

け入れ状況については把握しておりません。

５点目の外国人材の受け入れについて、今

後町はどう考えているのかについてですが、

都会と比べ過疎地域の人材不足は全業種にお

いて深刻な問題と考えております。外国人材

の受け入れは、人手不足を補う労働力として

は有効な方法ではありますが、日本語習得や

技術習得、文化、習慣の壁など、さまざまな

課題があります。

今後、外国人材を活用できる見込みのある

職業において、どのようなことが可能である

か、情報収集と検討が必要と考えております

ので、御理解を賜りますようお願いを申し上

げ、髙橋秀樹議員の一般質問に対する答弁と

させていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

９番。

○９番（髙橋秀樹君） 本日は３０分という

限られた時間の中で、何とか話をまとめてい

きたいなと思ってますので、簡潔に質問をし

ていきたいと、そのように思ってます。

平成２７年、足寄町まち・ひと・しごと創

成総合戦略というのを足寄町として打ち立

て、その中で、そのときの話には余り触れる

つもりはございません。人口推計の中で、長

期的見通しの中で、足寄町の試算した人口減

少の枠、下降線というかな、それに２０２０

年大体６,７００名ぐらいという数字が出て

きております。その中で、これから１０年後

になると人口が約５,０００人台に減るだろ

うというような試算が足寄町として示してあ

ると思います。その中で、やっぱり生産人口

もそれに乗じて減少していく。高齢化率は４

０％台に突入をしていく。その中で、将来的
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には生産人口と高齢者人口が同じぐらいの値

に合致してくるところが出てくると、こうい

うような現象が今現状足寄町にあります。

その中で、足寄町がこのまま人が減り続け

ていって、その時点で商業なり産業なり、足

寄町に与える影響力、打撃というのは５,０

００人台になるとはかり知れないものが、私

はあるというふうに考えてます。

この件について、町長はどのようにお考え

か、御質問をいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 人口減少の問題であ

りますけれども、非常に日本全体が人口が減

少してきているという状況の中で、一町村で

なかなか人口を維持する、ましてやふやすな

どというのは非常に難しい状況となってきて

います。そういった意味では、総合戦略もだ

んだんだんだん人口が減少していくという、

そういう推計となってございます。

そういう状況の中で、やはり今後の人口が

減少していく中で、先ほどお話がございまし

たけれども、生産人口、働き手がどんどん

減ってくるという状況の中にあって、当然人

が減ってくれば、物が売れたりだとか、そう

いったものも減ってくるわけでありますか

ら、当然のことながら全体的に縮小、縮小と

いう方向に向かっていくのだろうなというよ

うに考えています。そういう意味でいくと、

非常悪いほうに向かっての、何ていうのです

かね、回転が進んでいく、そういったような

ことになっていくのかなというように考えて

おります。

そういうことでいくと、農業についても、

基幹産業であると言っている農業について

も、先ほど川上議員のお話ではないですけれ

ども、昔から比べればどんどん農家世帯も

減ってきてますし、農業の就業人口も減って

きています。そうすると、それに関連してき

ている農業関連の事業に関する人たちも減っ

てくる。そして当然のことながら、購入、い

ろいろなものが売買されるについても減って

くるというようなことで、非常に全体として

縮小、縮小という、そういう傾向になってく

るというのは、これが間違いないのかなとい

うように思っています。

ただ、ただただ縮小していくというところ

だけではなくて、一定程度のところに来る

と、下げどまりといいますかね、そういった

ところもどこかではやっぱり出てくるのかな

というように思っていますが、しかしながら

そこまでどんどん下がっていくというのを、

そのまま何もしないでいるということにもや

はりならないのかなというふうに考えていま

して、やはり少しでも人口減少が、進むので

しょうけれども進むのをいかにおくらせるか

という、そういった取り組みが今後必要に

なってくるのかなと考えているところであり

ます。それは農業もあり、それから商業もあ

り、いろいろな分野でそういう取り組みが、

みんなで考えながら進めていかなければなら

ないなと考えているところでありますので、

御理解いただければというように思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 今の町長の御答弁と

認識が、私ほぼほぼ一緒であるなというふう

に考えております。

先般、財政制度審議会において、人口減少

に反映して抑制する柱として、行政改革案の

提示、職員、行政サービスを、職員を、行政

の職員を減らすというのが一つの柱になりつ

つあるという新聞の記事を読まさせてもらい

ました。その中で、やはり住民サービスをす

るために人工知能ＡＩを導入するだとか、業

務の広域化を図るだとか、そういうような話

も出てきています。その中に関連して出てき

たのは、地方自治体が国民健康保険病院、公

立病院に対しての多額の予算を支出している

と。その状況を早期に是正しなければならな

いという記事を目にしました。

私たちは行政サービスと、僕今考えている

のはですよ、そういう国保病院だとか、また

老人の関係の、高齢者の施設であるとかとい

うところは、ある意味足寄町では行政が担わ
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なければいけないものだというふうな認識が

あります。というのは、やはり民間業者に任

せるわけにはいかない部分が多分にあるのだ

というふうに思ってます。その中で、足寄町

が人口を維持することは本当に急務なのであ

ろうなというふうに考えております。

このことから、いろいろなことを考えて

いって、外国人労働者の受け入れという話を

今回はちょっと特に進めていきたいなと、私

の中では考えてはいたのですけれども。一つ

例を挙げると、多分恐らく行政の方々、もう

大分いろいろ調べておることと思います。東

川町の、北海道の東川町の事例があります。

これ多分課長あたり、事例とかは大分調べて

いらっしゃいますか。東川町は日本人学校誘

致してというのかな、して、そこの日本語学

校、要するに外国人を、留学生を東川町で日

本語の勉強をすると。その中において、学生

ビザで習得して来るのですが、入国管理及び

難民法認定の１９条の２項に定められている

資格外活動許可をすれば、週に２８時間、１

日８時間の就労が許されているというような

ことを行っております。特筆すべきは、東川

町は今、一時期６,０００人台まで人口が落

ちたのに、今の人口が８,０００人までなっ

ていると。これが一つの主たる要因ではない

というふうには思うのですけれども、その今

外国人が４％ほどいらっしゃるそうなのです

ね。足寄町も先ほどおっしゃった人数、全然

まだ２７人というお話ですけれども、これを

もっともっとふやしていくことが、私は必要

なのではないかなというふうな思いがありま

して、今回質問をさせてもらっています。

外国人労働者に対する、もしくは外国人に

対する考え方のお考えがもしあればお答え

を、答弁をお願いしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 東川町の取り組みな

どお話いただきましたけれども、たまたま東

川町もカナダと姉妹都市の提携結んでまし

て、姉妹都市を結んでいる町の集まりが年に

１回ありますけれども、そんなときにちょっ

とお話なども聞いて、日本語学校ができて、

そういったところで日本語を覚えに来られる

方が結構、昔はそれほどでもなかったのです

けれども、最近はふえてきているというよう

なお話も聞いているところであります。そこ

の部分でなかなか仕事もというところはなか

なか聞いてはいなかったのですけれども、な

かなか外国人の方たちに来ていただいて日本

語を覚えていただく、そういった取り組みと

いうのは、なかなかすごいことをやっている

なという感じで聞いてきたところでありま

す。

外国人登録をされている方、足寄町では、

外国人登録ではない、住民登録でされている

外国人の方が今２７名でしたか、ほどいらっ

しゃるということでありますけれども、やは

りなかなか実際のところは、その方たちに仕

事をしていただいてといった部分でいくと、

なかなか職種にもよったりするのかなという

ように思っているところであります。

やはり言葉の問題ですとか、習慣の問題で

すとか、そういった部分がなかなかクリアさ

れてこないと、なかなか一般的にどんどん外

国人がふえていくという状況にはなっていか

ないのかなというところもありまして、そう

いった意味でいくと、なかなか簡単に外国人

をふやしていけるという、そういう環境には

まだ足寄町はなっていないのかなというよう

に感じているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 東川町のように一足

飛びに日本人学校をつくりますという話に

は、到底多分ならないと、私も考えておりま

す。しかし、今現状で、足寄町における外国

人労働者を確保したいという企業の方はかな

りいらっしゃるというふうに考えたほうがよ

ろしいかと思います。建設業を中心にしたり

とか、製造業の中でもやはり外国人に頼らざ

るを得ないということが現状として出てきて

いる。

その中で今、各企業の方は何をしていらっ
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しゃるかといったら自分たちで赴いて、いろ

いろな交渉をして自分たちで労働力を確保し

ているという現状を行っている。僕はある意

味、足寄町がそこのところの担い手にもなら

なければいけないのではないのかなというふ

うに考えてます。というのは、どういうルー

トって言ったら変なのかな。非常に煩雑化し

てたりだとか、もしくは企業の人がだまされ

てしまったりだとかということがあろうとい

うおそれもあるという中で、行政がやっぱり

ある程度主体的にそういうところに、受け入

れに対して積極的に進まなければいけないの

かなというふうに思っているのですけれど

も、いろいろ中においても、北海道も今現状

としてどのように受け入れ体制をとるかとい

うところに注目して、北海道もやっていると

思うのですけれども、その点、そういうとこ

ろにうまく乗ることができないのかなと思っ

ているのですけれども、その辺はいかがでし

ようか。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 経済課長でござ

います。

外国人の労働の受け入れということでいく

と、先ほど髙橋秀樹議員言うように、受け入

れ体制というのが結構簡単ではないというふ

うな形で理解していただきたいなと。一つは

国でやっている機構と、あとは監理団体とい

うところで属しているものがあります。一般

的には監理団体を通して、人材を受け入れる

という形の中が一般的なことかなと、そうい

うことも含めて、そういった流れというか、

仕組みなのですけれども、髙橋秀樹議員仰せ

のとおり、やはりこれからは外国人労働者が

やっぱり企業としては、やはり今の人手不足

を担う位置づけではないかというふうな形で

考えておられると思うのですけれども、その

中では先ほど言ったように、企業が努力して

監理団体に申し込みをして、こういう人材が

欲しいよという形になれば、恐らく今言って

いる部分というのは２つあって、技能実習制

度、いわゆる１年未満だとか２年未満に労働

力を担う部分の制度を利用していくという部

分もあります。もう１つは特定技能というこ

とで、１号、２号ということがあるのですけ

れども、その中ではやはり例えば一つの事例

的にいったら介護だとか特殊的な医療だと

か、そういったことを学ぶ部分については、

きちんとある程度の研修、語学だとか日本語

でいけば１から５段階の、日本語の言葉でい

けば４以上でないとだめだよと。ふだん接す

る会話のコミュニケーションも含めてきちん

とできないとだめだよと、そういったことも

含めて要件になっております。そういう方た

ちの中で、きちんと適正にそういうことがで

きて、習得をした人がきちんと今後足寄町に

来られるような形をなるというのは、やはり

確かに行政も必要かもしれませんけれども、

やはり企業が今の状況の中では監理団体等の

登録をしていただく中で、やはりそこは受け

入れと。きちんと、監理団体もきちんと来ら

れる外国人の労働者の適正な管理運営だと

か、そういうのを適正に守っていなければな

らないということで、２９年の何月だったか

な、法改正になって、きちんとその辺は身分

をきちんと保証しなさいよという制度もなっ

てますので、その辺も含めて、今後そういっ

たことで、足寄町が外国人を受け入れる体制

づくりの一つとして学ぶべきというところと

いうか、そういったことも含めながら、前向

きにというか、今後１０年、今直近ではやは

り実は畜産農家だとか、酪農業、ここがいわ

ゆる１７名おります。それ以外については、

一つは教育委員会に行っていられる２人の交

流員、国際交流員ですとか、あとは少ないの

ですけれども、学術経験を持っている人が外

国人登録されていると、そういったこともご

ざいますけれども、やはり企業がこれから望

むところがあれば、そういうところを優先的

に、うちらがこういうものがあるよというこ

とでいけば、そういったものも紹介させてい

ただきながら、進めていきたいなというふう

に考えておりますので、御理解願いたいと思

います。
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○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） よくわかります。

しかしですね、やはりある程度、その外国

人に対する考え方を足寄町は、足寄町昔から

留学生、カナダの今だったらミッチェルだと

かハンナだとかを受け入れていて、足寄町の

外国人に対する考え方というのはある程度、

そんな嫌な見方はしていないのかなという部

分もありますので、その辺の検討というのは

今後非常にやっていっていただきたいなとい

うふうに思っております。

あとですね、余り時間がないので、任用職

員についてなのですけれども、現在任用職員

多分３００人とかいると思うのですよね。任

用制度がなるとき、今臨職ですね。３００人

いると思うのですけれども、多分その方々は

ずっと、１０年たってもそこの、介護職なり

いろいろなところがありますので、１０年

たっても、足寄町の今で言う臨職の方々と

か、役場の職員さんというのは減らない状態

にあると思うのです。私の中では減らないと

思っているのですけれども。今後労働力がど

んどん減っていったときに、足寄町の人口に

対する役場職員の数というのは非常に多く

なってくるのだというふうに思ってます。こ

このところの兼ね合いがすごく重要で、私た

ち民間業者の働いている方がやはり役場の臨

職のほうに移っていくというのは、これ致し

方ない現実としてある中で、人口を減らさな

い努力をしなければ労働力は確保できないと

いうことが現状としてある。生産人口が減る

のに、役場職員、職員といったらおかしい

な、臨職のほうにどんどん人口をとられる

と、私たち商店なり企業の人間がやりたくて

もやれない現実がそこに出てくるというの

が、現実としてこれから出てくるのです。そ

れに向けて、町としてどのように対策を打て

るのかということが、僕はすごく重要だと

思っているのですけれども、時間がないの

で。（議長「あしたに回すことも可能ですか

ら」と呼ぶ）

いや、そんなに回さなくてもいいです。

それに対して町長の御意見をいただいて、

私の一般質問にかえさせていただきたいと思

います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今お話ありましたよ

うに、人口が減ってくればやっぱり、ただ仕

事的な部分で、やっぱり仕事の中身によって

やっぱりそこで働く人の数というのは決まっ

てくるのかなというように思ってますので、

そういった部分で、やっぱりそういう兼ね合

いみたいなものがあるのかなというように

思っているところであります。

人をそれぞれの企業の方たちも、減らさな

ければ人口減らないという、逆な言い方もす

ればそういうような形になるのかなというよ

うに思っています。

役場の職員の数でいきますと、今正職員で

２４０人ぐらいですかね。大体２４０から２

５０人ぐらい。そしてそのほかに補助職員の

方たちが、ちょっと今正確にはわかりません

けれども、結構な人数が、本当に短期の方か

ら一日フルタイムで働いている人まで、いろ

いろな方がいらっしゃると思います。

やはり高齢化、それから少子化進んでい

く、そういった中で、やはりどんどん高齢化

が進んでいくと、やっぱり今まで自分ででき

たことがだんだんできなくなってくる。それ

から人が減ってくるということになってくる

と、今まで地域でみんなでやってきたことが

だんだんできなくなってくる。そうするとそ

のときに、役場の役割は大きくなりますよと

いうのを、この間講演で聞いたのです。確か

にそのとおりだなというように思っていまし

て、今まで一人でやれたものができなくなっ

て、そしてみんなでやれたものができなく

なって、ではそのときにどうするのだといっ

たときに、やっぱり役場の役割というのは大

きくなるなと。そのときに、少ない人数で最

少の人員で最大の効果を上げるということに

もなるのかもしれませんけれども、そういう

ことがやっぱりできるような、一人一人のそ

のスキルを高めるということもやっぱり必要
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なのかもしれませんけれども、総体として

やっぱりそんなに人を減らすということがで

きないかもしれない、というのもあるかと思

います。

ただ全体として、やはり総合戦略などでも

総体的に人口が減ってきますよという、そう

いう推計をしてる中で、そうすると人口が

減ってくれば、やっぱりそれに対して役場の

職員の数というのも、そうしたらそのときそ

のときで本当に何人が必要なのかというの

を、やっぱりそのときそのときでやっぱり検

討していかなければならないのかなというよ

うに思っています。

今までの総合計画みたいに、発展計画でど

んどんこれから発展していくよといったとき

には、どんどんふやしていくよだとかという

ことにもなるのかもしれませんが、これから

は決してそういうことでもないのかなという

ような感じをしております。ですから、その

ときそのときで、またいろいろと検討しなが

ら、議会の皆さんの理解もいただきながら進

めていかなければならないということなのか

なと思っております。

あんまりきちんとした答えにはなってない

かなというように思いますけれども、そうい

う、長い目で見ていくと、総体としてはそう

いう考え方になるのかなというように思って

おります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） これにて、９番髙橋

秀樹君の一般質問を終わります。

これで一般質問を終わります。

◎ 散会宣告

○議長（吉田敏男君） 以上で、本日の日程

は全部終了をいたしました。

本日は、これで散会をいたします。

次回の会議は、１２月１６日午前１０時よ

り開会をいたします。

きょうは大変御苦労さまでございました。

午後 ３時３５分 散会


